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https://www.yanmar.com/jp/

商品についてのご意見、ご質問は下記へ安全に関するご注意

● ご使用の際は、取扱説明書をよく

　 お読みのうえ、正しくお使いください。

● 無理な運転は商品の寿命を縮め、

　 故障・事故の原因となることがあります。

● 故障・事故を未然に防止するため、

　 定期点検は必ずおこなってください。

● 保証書は、ご購入の取扱い店で

　 必ずお受け取りください。

〒660-0811 兵庫県尼崎市常光寺1-1-4
YANMAR SYNERGY SQUARE
TEL.06-7739-8067　FAX.06-7636-1130

札幌支店

仙台支店

東京支社

名古屋支店

金沢支店

大阪支社

〒004-0004　北海道札幌市厚別区厚別東四条4丁目8ｰ1

〒983-0013　宮城県仙台市宮城野区中野3丁目1-5

〒971-8124　福島県いわき市小名浜住吉字飯塚44ｰ1

〒104-0028　東京都中央区八重洲2丁目1番1号　
　　　　　　YANMAR TOKYO 13F

〒461-0005　愛知県名古屋市東区東桜2丁目13-30
　　　　　　NTPプラザ東新町8階

〒920-0365　石川県金沢市神野町東70

〒661-0976　兵庫県尼崎市潮江1丁目3-30 KDIビル3F

（いわき営業所）

●

●

●

●

●

●

TEL.011-809-2200　FAX.011-809-2201

TEL.022-258-5035　FAX.022-258-8890

TEL.0246-58-5811　FAX.0246-58-5688

TEL.03-6733-4222　FAX.03-6733-4223

TEL.052-979-5211　FAX.052-937-4881

TEL.076-240-0715　FAX.076-240-0714

TEL 06-4960-8157　FAX 06-4960-8159

広島支店

高松支店

福岡支店

沖縄支店

（宮崎出張所）

（南九州営業所）

●

●

●

●

TEL.082-923-4475　FAX.082-263-8872

TEL.087-874-9115　FAX.087-874-9120

TEL.092-441-0543　FAX.092-473-0667

TEL.0985-26-2033　FAX.0985-26-2055

TEL.099-210-0666　FAX.099-269-6088

TEL.098-898-3127　FAX.098-898-8082

〒732-0827　広島県広島市南区稲荷町4番1号
　　　　　　広島稲荷町NKビル12F

〒769-0101　香川県高松市国分寺町新居508ｰ2

〒812-0011　福岡県福岡市博多区博多駅前1丁目2-5
　　　　　　紙与博多ビル3F

〒880-0855　宮崎県宮崎市田代町170番1

〒891-0115　鹿児島県鹿児島市東開町4-31

〒901-2223　沖縄県宜野湾市大山7丁目11-12

（本　　社）
ヤンマー沖縄株式会社●

TEL.098-898-3127　FAX.098-898-8082
〒901-2223　沖縄県宜野湾市大山7丁目11ｰ12

販売拠点

2023年10月作成  041H0-J00336

●本カタログは、2024年7月現在のものです。
●仕様、性能は改良・改善などにより、予告無く変更することがあります。
●商品の色は、印刷の関係上、実物と異なる場合があります。
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平成4年7月ヤンマー尼崎工場は、品質マ
ネジメントシステムに関する国際規格で
あるISO9001の認証を取得。さらに、平成
9年6月に環境マネージメントに関する国
際規格ISO14001の認証を取得しました。
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始動時の制御がやや複雑であるが、操作は
ディーゼルに比べて簡易である。
2軸式の場合は回転数制御も可能である。

回転機関のため振動は少ない。発生音は大きいが、
高周波のためパッケージでの防音対策が容易。

本体質量および動荷重が比較的小さいが、パッケ
ージのため大きな基礎面積が必要である。

・一軸式

・二軸式

 L型
横型
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メーカー標準出力〔放水仕様〕

メーカー標準出力〔機付ラジエータ仕様〕

揚排水基準出力〔放水仕様〕

揚排水基準出力〔機付ラジエータ仕様〕

6EY33LW〔2377〕
6EY33LW〔2614〕
6EY33LW〔2947〕
6EY33LW〔3194〕
8EY33LW〔3423〕
8EY33LW〔3803〕
8EY33LW〔4278〕

機関出力 機関回転数（min -1） 減速機付
kW
41
49
68
69.9
81
84.6
91.9
107
114
129
147
158
184
196
202
228
236
243
265
309
353
441
500
530
550
562
595
660
800
880
1020
1080
1180
1330
1370
1470
2060
2500
2750
3100
3360
3600
4000
4500

750 900 1000 1200 1500 1800 ロック付遠心クラッチ油圧クラッチ

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
900、1000、
1200、1500、

196kW

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
720、750、900、

1000、1200、1500、

236kW

AY20L-ET

出力軸回転数（min-1）
720、750、
900、1000、

545kW

6HAL2-P

6CHL-P 6CHL-P

6CHL-HTP

AY20L-ET

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

6HAL2-TP

6EY18LW
〔500〕

6EY18LW
〔550〕

6EY22LW
〔800〕

6EY22LW
〔1080〕

6EY26LW
〔1330〕
6EY26LW
〔1470〕

8EY26LW〔2060〕

6EY18ALW
〔550〕

6EY18ALW
〔660〕

6EY22ALW
〔880〕

6EY22ALW〔1020〕

6EY33LW〔2500〕
6EY33LW〔2750〕
6EY33LW〔3100〕
6EY33LW〔3360〕
8EY33LW〔3600〕
8EY33LW〔4000〕
8EY33LW〔4500〕

6EY22ALW〔1020〕
6EY22ALW
〔1180〕

6EY22ALW
〔1370〕

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

6EY18ALW
〔550〕

6EY18ALW
〔660〕

6EY22ALW
〔880〕

6EY22ALW
〔1180〕

6EY22ALW
〔1370〕

6HAL2-HTP

機関出力 機関回転数（min -1） 減速機付
kW
41
49
68
69.9
81
84.6
91.9
107
114
129
147
158
175
184
196
202
217
231
236
243
252
293
335
419
475
504
522
534
565
627
760
836
969
1026
1122
1264
1302
1397
1958
2377
2614
2947
3194
3423
3803
4278

750 900 1000 1200 1500 1800 ロック付遠心クラッチ油圧クラッチ

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
900、1000、
1200、1500、

196kW

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
720、750、900、

1000、1200、1500、

236kW

AY20L-ET

出力軸回転数（min-1）
720、750、
900、1000、

518kW

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

6CHL-P

6CHL-HTP

AY20L-ET

6CHL-HTP

6CHL-P

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN
6EY18ALW
〔522〕

6EY18ALW
〔627〕

6EY22ALW
〔836〕

6EY22ALW〔969〕
6EY22ALW
〔1122〕
6EY22ALW
〔1302〕

6EY18ALW
〔522〕

6EY18ALW
〔627〕

6EY22ALW
〔836〕

6EY22ALW〔969〕
6EY22ALW
〔1122〕
6EY22ALW
〔1302〕

6EY18LW
〔475〕

6EY18LW
〔522〕

6EY22LW
〔760〕

6EY22LW
〔1026〕

6EY26LW
〔1264〕
6EY26LW
〔1397〕

8EY26LW〔1958〕

6HAL2-P

6CHL-P 6CHL-P

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET
〔419〕

AY20L-ET
〔537〕

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET
〔518〕

AY20L-ET
〔419〕

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

機関出力 機関回転数（min -1） 減速機付
kW
41
49
68
81
82
84.6
107
114
125
147
158
180
184
202
236
238
243
268
276
321
405
419
494
518
537

900 1000 1200 1500 1800 ロック付遠心クラッチ油圧クラッチ

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
900、1000、

1200、1500、1800、

236kW

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
720、750、900、1000、
1200、1500、1800、

268kW

AY20L-ET
出力軸回転数（min-1）
720、750、900、1000、
494kW（低風量Rad385kw）

4. 機関出力（揚排水基準）は大気圧920hPa、周囲温度5～37℃の場合を示します。
5. 本表以外の回転数についてはご相談ください。
6. ポンプの起動トルクにより、本機種選定と若干異なることがあります。
7.  〔　〕は同じ機種名でも出力は異なります。
8. 回転方向についてはユニット主要目、減速機付ポンプ駆動システムをご参照願います。（P15～P24) 

1. 使用目的によっては、本機種選定と若干異なることがあります。
2. 表の機種は、使用燃料油の低位発熱量42700kJ/kgとしています。
灯油などを使用される場合はご相談ください。

3. 冷却水系統の方式、別置ラジエータの場合は、本表の機種設定と若干異なる
場合がありますのでご相談ください。

(注)

6HAL2-P

6CHL-P 6CHL-P

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET
〔441〕

AY20L-ET
〔565〕

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET
〔545〕

AY20L-ET
〔441〕

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

機関出力 機関回転数（min -1） 減速機付
kW
41
49
68
81
82
84.6
107
114
125
147
158
180
184
202
236
243
250
268
276
338
426
441
520
545
565

900 1000 1200 1500 1800 ロック付遠心クラッチ油圧クラッチ

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
900、1000、

1200、1500、1800、

236kW

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
720、750、900、1000、
1200、1500、1800、

268kW

AY20L-ET
出力軸回転数（min-1）
720、750、900、1000、
520kW（低風量Rad405kw）

4. 機関出力（メーカー標準）は大気圧1000hPa、周囲温度5～40℃の場合を示します。  
5. 本表以外の回転数についてはご相談ください。
6. ポンプの起動トルクにより、本機種選定と若干異なることがあります。
7.  〔　〕は同じ機種名でも出力は異なります。
8. 回転方向についてはユニット主要目、減速機付ポンプ駆動システムをご参照願います。（P15～P24)

1. 使用目的によっては、本機種選定と若干異なることがあります。
2. 表の機種は、使用燃料油の低位発熱量42700kJ/kgとしています。
灯油などを使用される場合はご相談ください。

3. 冷却水系統の方式、別置ラジエータの場合は、本表の機種設定と若干異なる
場合がありますのでご相談ください。

(注)



メーカー標準出力〔放水仕様〕

メーカー標準出力〔機付ラジエータ仕様〕

揚排水基準出力〔放水仕様〕

揚排水基準出力〔機付ラジエータ仕様〕

6EY33LW〔2377〕
6EY33LW〔2614〕
6EY33LW〔2947〕
6EY33LW〔3194〕
8EY33LW〔3423〕
8EY33LW〔3803〕
8EY33LW〔4278〕

機関出力 機関回転数（min -1） 減速機付
kW
41
49
68
69.9
81
84.6
91.9
107
114
129
147
158
184
196
202
228
236
243
265
309
353
441
500
530
550
562
595
660
800
880
1020
1080
1180
1330
1370
1470
2060
2500
2750
3100
3360
3600
4000
4500

750 900 1000 1200 1500 1800 ロック付遠心クラッチ油圧クラッチ

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
900、1000、
1200、1500、

196kW

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
720、750、900、

1000、1200、1500、

236kW

AY20L-ET

出力軸回転数（min-1）
720、750、
900、1000、

545kW

6HAL2-P

6CHL-P 6CHL-P

6CHL-HTP

AY20L-ET

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

6HAL2-TP

6EY18LW
〔500〕

6EY18LW
〔550〕

6EY22LW
〔800〕

6EY22LW
〔1080〕

6EY26LW
〔1330〕
6EY26LW
〔1470〕

8EY26LW〔2060〕

6EY18ALW
〔550〕

6EY18ALW
〔660〕

6EY22ALW
〔880〕

6EY22ALW〔1020〕

6EY33LW〔2500〕
6EY33LW〔2750〕
6EY33LW〔3100〕
6EY33LW〔3360〕
8EY33LW〔3600〕
8EY33LW〔4000〕
8EY33LW〔4500〕

6EY22ALW〔1020〕
6EY22ALW
〔1180〕

6EY22ALW
〔1370〕

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

6EY18ALW
〔550〕

6EY18ALW
〔660〕

6EY22ALW
〔880〕

6EY22ALW
〔1180〕

6EY22ALW
〔1370〕

6HAL2-HTP

機関出力 機関回転数（min -1） 減速機付
kW
41
49
68
69.9
81
84.6
91.9
107
114
129
147
158
175
184
196
202
217
231
236
243
252
293
335
419
475
504
522
534
565
627
760
836
969
1026
1122
1264
1302
1397
1958
2377
2614
2947
3194
3423
3803
4278

750 900 1000 1200 1500 1800 ロック付遠心クラッチ油圧クラッチ

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
900、1000、
1200、1500、

196kW

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
720、750、900、

1000、1200、1500、

236kW

AY20L-ET

出力軸回転数（min-1）
720、750、
900、1000、

518kW

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

6CHL-P

6CHL-HTP

AY20L-ET

6CHL-HTP

6CHL-P

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN
6EY18ALW
〔522〕

6EY18ALW
〔627〕

6EY22ALW
〔836〕

6EY22ALW〔969〕
6EY22ALW
〔1122〕
6EY22ALW
〔1302〕

6EY18ALW
〔522〕

6EY18ALW
〔627〕

6EY22ALW
〔836〕

6EY22ALW〔969〕
6EY22ALW
〔1122〕
6EY22ALW
〔1302〕

6EY18LW
〔475〕

6EY18LW
〔522〕

6EY22LW
〔760〕

6EY22LW
〔1026〕

6EY26LW
〔1264〕
6EY26LW
〔1397〕

8EY26LW〔1958〕

6HAL2-P

6CHL-P 6CHL-P

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET
〔419〕

AY20L-ET
〔537〕

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET
〔518〕

AY20L-ET
〔419〕

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

機関出力 機関回転数（min -1） 減速機付
kW
41
49
68
81
82
84.6
107
114
125
147
158
180
184
202
236
238
243
268
276
321
405
419
494
518
537

900 1000 1200 1500 1800 ロック付遠心クラッチ油圧クラッチ

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
900、1000、

1200、1500、1800、

236kW

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
720、750、900、1000、
1200、1500、1800、

268kW

AY20L-ET
出力軸回転数（min-1）
720、750、900、1000、
494kW（低風量Rad385kw）

4. 機関出力（揚排水基準）は大気圧920hPa、周囲温度5～37℃の場合を示します。
5. 本表以外の回転数についてはご相談ください。
6. ポンプの起動トルクにより、本機種選定と若干異なることがあります。
7.  〔　〕は同じ機種名でも出力は異なります。
8. 回転方向についてはユニット主要目、減速機付ポンプ駆動システムをご参照願います。（P15～P24) 

1. 使用目的によっては、本機種選定と若干異なることがあります。
2. 表の機種は、使用燃料油の低位発熱量42700kJ/kgとしています。
灯油などを使用される場合はご相談ください。

3. 冷却水系統の方式、別置ラジエータの場合は、本表の機種設定と若干異なる
場合がありますのでご相談ください。

(注)

6HAL2-P

6CHL-P 6CHL-P

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET
〔441〕

AY20L-ET
〔565〕

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET
〔545〕

AY20L-ET
〔441〕

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

機関出力 機関回転数（min -1） 減速機付
kW
41
49
68
81
82
84.6
107
114
125
147
158
180
184
202
236
243
250
268
276
338
426
441
520
545
565

900 1000 1200 1500 1800 ロック付遠心クラッチ油圧クラッチ

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
900、1000、

1200、1500、1800、

236kW

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
720、750、900、1000、
1200、1500、1800、

268kW

AY20L-ET
出力軸回転数（min-1）
720、750、900、1000、
520kW（低風量Rad405kw）

4. 機関出力（メーカー標準）は大気圧1000hPa、周囲温度5～40℃の場合を示します。  
5. 本表以外の回転数についてはご相談ください。
6. ポンプの起動トルクにより、本機種選定と若干異なることがあります。
7.  〔　〕は同じ機種名でも出力は異なります。
8. 回転方向についてはユニット主要目、減速機付ポンプ駆動システムをご参照願います。（P15～P24)

1. 使用目的によっては、本機種選定と若干異なることがあります。
2. 表の機種は、使用燃料油の低位発熱量42700kJ/kgとしています。
灯油などを使用される場合はご相談ください。

3. 冷却水系統の方式、別置ラジエータの場合は、本表の機種設定と若干異なる
場合がありますのでご相談ください。

(注)



1軸式・2軸式　充実のラインアップ

●機関出力と回転数（2軸式）

※1軸式の場合は、機関が定格回転に達した後、6秒以上かけてクラッチ又は流体継手で負荷を接続することが必要です。

機関出力
標準 揚排水基準 標準／揚排水基準

1軸式 2軸式

kW

206
243
320
368
391
405
505
533
603
612
633
700
783
802
1010
1066
1224
1269
1400
1550
1588
1875
1938
2302
2358

AT360 AT360
AT360S
AT600

AT600S

AT9T

AT6T

AT900

AT900S

AT1200E

AT1200ES

AT1800

AT1800S

AT2400ES

AT2400E

AT2900

AT3600ES

AT360S
AT600

AT600S

AT900

AT900S

AT1200E

AT1200ES

AT1800

AT1800S

AT2900

AT3600ES

AT2400E

AT2400ES

1500min-1 650～1000min-1 780～1200min-1

JS基準出力〔放水仕様〕

JS基準出力〔機付ラジエータ仕様〕

機関出力 機関回転数（min -1） 減速機付
kW
41
49
68
69.9
81
84.6
91.9
107
114
129
147
158
172
184
196
202
214
228
236
243
248
290
331
414
469
499
497
516
558
619
751
826
894
957
1072
1108
1192
1249
1380
1934
2347
2582
2766
3380
3688

750 900 1000 1200 1500 1800 ロック付遠心クラッチ油圧クラッチ

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
900、1000、
1200、1500、

196kW

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
720、750、900、

1000、1200、1500、

236kW

AY20L-ET

出力軸回転数（min-1）
720、750、
900、1000

511kW

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

6EY18ALW
〔516〕

6EY18ALW
〔619〕

6EY22ALW
〔826〕

6EY22ALW
〔957〕

6EY22ALW
〔1108〕

6EY22ALW〔1192〕

6CHL-P

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET

6CHL-P

6CHL-HTP

AY20L-ET

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

6EY18ALW
〔516〕

6EY18ALW
〔619〕

6EY22ALW
〔826〕

6EY22ALW
〔957〕

6EY22ALW〔1072〕

6EY18LW
〔469〕

6EY18LW
〔516〕

6EY22LW
〔751〕

6EY22LW
〔894〕

6EY26LW
〔1249〕

6EY26LW〔1380〕

6EY33LW〔2347〕
6EY33LW〔2582〕
6EY33LW〔2766〕
8EY33LW〔3380〕
8EY33LW〔3688〕

8EY26LW〔1934〕

6HAL2-P

6CHL-P 6CHL-P

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET
〔414〕

AY20L-ET
〔530〕

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET
〔499〕

AY20L-ET
〔414〕

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

機関出力 機関回転数（min -1） 減速機付
kW
41
49
68
81
82
84.6
107
114
125
147
158
180
184
202
234
236
243
268
276
317
400
414
488
499
530

900 1000 1200 1500 1800 ロック付遠心クラッチ油圧クラッチ

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
900、1000、

1200、1500、1800、

236kW

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
720、750、900、1000、
1200、1500、1800、

268kW

AY20L-ET
出力軸回転数（min-1）
720、750、900、1000、
488kW（低風量Rad380kw）

5. 本表以外の回転数についてはご相談ください。
6. ポンプの起動トルクにより、本機種選定と若干異なることがあります。
7.  〔　〕は同じ機種名でも出力は異なります。
8. JS：日本下水道事業団
9. 回転方向についてはユニット主要目、減速機付ポンプ駆動システムをご参照願います。
    （P15～P24)   

1. 使用目的によっては、本機種選定と若干異なることがあります。
2. 表の機種は、使用燃料油の低位発熱量42700kJ/kgとしています。
灯油などを使用される場合はご相談ください。

3. 冷却水系統の方式、別置ラジエータの場合は、本表の機種設定と若干異なる
場合がありますのでご相談ください。

4. 機関出力（JS基準）は、大気圧920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。

(注)

1. 設置条件は、大気圧995hPa、吸気温度40℃、吸気損失0.98kPa、排気損失2.94kPa、および大気圧力920hPa、吸気温度
37℃、吸気損失0.98kPa、排気損失2.94kPaの場合を示します。

2. 使用燃料油は、低位発熱量42700kJ/kgとしています。
●上図の枠内の任意の点で運転（含む変速）をすることができます。
●2軸式ガスタービンの出力は、過負荷出力（110％）を許容することができます。
●点検などの負荷のかからない状態（ポンプ空転、クラッチ切など）で運転する場合は、出力軸回転数を100％としてください。

(注)



1軸式・2軸式　充実のラインアップ

●機関出力と回転数（2軸式）

※1軸式の場合は、機関が定格回転に達した後、6秒以上かけてクラッチ又は流体継手で負荷を接続することが必要です。

機関出力
標準 揚排水基準 標準／揚排水基準

1軸式 2軸式

kW

206
243
320
368
391
405
505
533
603
612
633
700
783
802
1010
1066
1224
1269
1400
1550
1588
1875
1938
2302
2358

AT360 AT360
AT360S
AT600

AT600S

AT9T

AT6T

AT900

AT900S

AT1200E

AT1200ES

AT1800

AT1800S

AT2400ES

AT2400E

AT2900

AT3600ES

AT360S
AT600

AT600S

AT900

AT900S

AT1200E

AT1200ES

AT1800

AT1800S

AT2900

AT3600ES

AT2400E

AT2400ES

1500min-1 650～1000min-1 780～1200min-1

JS基準出力〔放水仕様〕

JS基準出力〔機付ラジエータ仕様〕

機関出力 機関回転数（min -1） 減速機付
kW
41
49
68
69.9
81
84.6
91.9
107
114
129
147
158
172
184
196
202
214
228
236
243
248
290
331
414
469
499
497
516
558
619
751
826
894
957
1072
1108
1192
1249
1380
1934
2347
2582
2766
3380
3688

750 900 1000 1200 1500 1800 ロック付遠心クラッチ油圧クラッチ

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
900、1000、
1200、1500、

196kW

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
720、750、900、

1000、1200、1500、

236kW

AY20L-ET

出力軸回転数（min-1）
720、750、
900、1000

511kW

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

6EY18ALW
〔516〕

6EY18ALW
〔619〕

6EY22ALW
〔826〕

6EY22ALW
〔957〕

6EY22ALW
〔1108〕

6EY22ALW〔1192〕

6CHL-P

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET

6CHL-P

6CHL-HTP

AY20L-ET

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

6EY18ALW
〔516〕

6EY18ALW
〔619〕

6EY22ALW
〔826〕

6EY22ALW
〔957〕

6EY22ALW〔1072〕

6EY18LW
〔469〕

6EY18LW
〔516〕

6EY22LW
〔751〕

6EY22LW
〔894〕

6EY26LW
〔1249〕

6EY26LW〔1380〕

6EY33LW〔2347〕
6EY33LW〔2582〕
6EY33LW〔2766〕
8EY33LW〔3380〕
8EY33LW〔3688〕

8EY26LW〔1934〕

6HAL2-P

6CHL-P 6CHL-P

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET
〔414〕

AY20L-ET
〔530〕

6CHL-HTP

6HAL2-P

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

AY20L-ET
〔499〕

AY20L-ET
〔414〕

6HAL2-TP

6HAL2-HTP

6HAL2-DTP

6NY16L-HN

6NY16L-UN

6NY16L-EN

機関出力 機関回転数（min -1） 減速機付
kW
41
49
68
81
82
84.6
107
114
125
147
158
180
184
202
234
236
243
268
276
317
400
414
488
499
530

900 1000 1200 1500 1800 ロック付遠心クラッチ油圧クラッチ

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
900、1000、

1200、1500、1800、

236kW

6HAL2

出力軸回転数（min-1）
720、750、900、1000、
1200、1500、1800、

268kW

AY20L-ET
出力軸回転数（min-1）
720、750、900、1000、
488kW（低風量Rad380kw）

5. 本表以外の回転数についてはご相談ください。
6. ポンプの起動トルクにより、本機種選定と若干異なることがあります。
7.  〔　〕は同じ機種名でも出力は異なります。
8. JS：日本下水道事業団
9. 回転方向についてはユニット主要目、減速機付ポンプ駆動システムをご参照願います。
    （P15～P24)   

1. 使用目的によっては、本機種選定と若干異なることがあります。
2. 表の機種は、使用燃料油の低位発熱量42700kJ/kgとしています。
灯油などを使用される場合はご相談ください。

3. 冷却水系統の方式、別置ラジエータの場合は、本表の機種設定と若干異なる
場合がありますのでご相談ください。

4. 機関出力（JS基準）は、大気圧920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。

(注)

1. 設置条件は、大気圧995hPa、吸気温度40℃、吸気損失0.98kPa、排気損失2.94kPa、および大気圧力920hPa、吸気温度
37℃、吸気損失0.98kPa、排気損失2.94kPaの場合を示します。

2. 使用燃料油は、低位発熱量42700kJ/kgとしています。
●上図の枠内の任意の点で運転（含む変速）をすることができます。
●2軸式ガスタービンの出力は、過負荷出力（110％）を許容することができます。
●点検などの負荷のかからない状態（ポンプ空転、クラッチ切など）で運転する場合は、出力軸回転数を100％としてください。

(注)



ポンプ駆動用ディーゼルエンジン

●ピストンは上死点に向い運動を続
ける。このとき、吸・排気弁は閉じら
れ、シリンダ内の空気が圧縮される。
圧力は30～45kgf/cm2に上昇し、
温度も450～600℃に達する。

その品質は多くのお客様から支持を得ています。
先進の燃焼、素材、構造などの高度技術と、
最新の生産設備によって、製品化されています。

さまざまな施設でご採用のラインナップ。
ディーゼル出力は41～3360kWを用意。
施設の規模や用途にあった設備容量を選べます。

41～3360kW駆動レンジ
　－ 幅広いニーズに対応

ポンプ駆動用ディーゼルエンジン
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温度も450～600℃に達する。
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先進の燃焼、素材、構造などの高度技術と、
最新の生産設備によって、製品化されています。

さまざまな施設でご採用のラインナップ。
ディーゼル出力は41～3360kWを用意。
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41～3360kW駆動レンジ
　－ 幅広いニーズに対応

ポンプ駆動用ディーゼルエンジン
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本機は、仕様・オプション等により異なります。

6CHLシリーズ
出力 ： 41～81kW
6CHLシリーズ
出力 ： 41～81kW

本機は、仕様・オプション等により異なります。

■外形寸法図 ■外形寸法図

1. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
2. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
3. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
4. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

■ユニット主要目

単位：ｍｍ概略寸法表

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号
6HAL2－P 6HAL2－TP

ラジエータ

2533

1098

1516

1840

765

530

1840

765

530

放 水

2296

1190

1401

ラジエータ

2533

1075

1516

放 水

2296

1190

1401

Ｆ
※下一桁切上げ

回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程

使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

項　目
形 式

乾燥質量（放水/ラジエータ）

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

備
考

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

6HAL2－P
単 位
min-1

̶
cyl.
mm
̶

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

6HAL2－TP

立形直列水冷4サイクル
6

φ130×165
出力軸側より見て 左のみ
出力軸側より見て 左のみ

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級 

セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
直接噴射式

歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式

なし
100

3900 以下
1860/1930

排気ガスタービン
125

3400 以下
1875/1950
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タ
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kW

回転方向
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ラジエータ

■ユニット主要目

回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程

使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

項　目
形 式

乾燥質量（放水/ラジエータ）
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ー
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単 位
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̶
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̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

1. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
2. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
3. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
4. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

1500 1800

6CHL－HTP

立形直列水冷4サイクル
6

φ105×125
出力軸側より見て 左のみ
出力軸側より見て 左のみ

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級

セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
直接噴射式

歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式

1500

なし 排気ガスタービン（空気冷却器付）
80 
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単位：ｍｍ概略寸法表
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Ｃ

Ａ

記号
6CHL－P 6CHL－HTP
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490

放 水
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1164

1610
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Ｆ
※下一桁切上げ
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Ｅ Ｄ



6
C
H
L

6
H
A
L
2

本機は、仕様・オプション等により異なります。

6CHLシリーズ
出力 ： 41～81kW
6CHLシリーズ
出力 ： 41～81kW

本機は、仕様・オプション等により異なります。

■外形寸法図 ■外形寸法図

1. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
2. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
3. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
4. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

■ユニット主要目
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A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級 

セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
直接噴射式

歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式
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■ユニット主要目

回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程

使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

項　目
形 式

乾燥質量（放水/ラジエータ）
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A
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1. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
2. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
3. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
4. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

1500 1800

6CHL－HTP

立形直列水冷4サイクル
6

φ105×125
出力軸側より見て 左のみ
出力軸側より見て 左のみ

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級

セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
直接噴射式

歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式
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本機は、仕様・オプション等により異なります。

■外形寸法図

1890/1980 1930/2000
3400 以下

125 150 150 200

1. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
2. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
3. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
4. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

■ユニット主要目

単位：ｍｍ概略寸法表

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号
6HAL2－HTP 6HAL2－DTP

ラジエータ

2610

1175

1598

1840

765

530

1915
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530

放 水

2296

1190

1401

ラジエータ

2533

1175

1598

放 水

2374

1190

1401

Ｆ
※下一桁切上げ

回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程

使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧
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格 
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タ
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項　目
形 式

乾燥質量（放水/ラジエータ）
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動
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ッ

ト

備
考
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ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

6HAL2－HTP
単 位
min-1

̶
cyl.
mm
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

6HAL2－DTP

立形直列水冷4サイクル
6

φ130×165
出力軸側より見て 左のみ
出力軸側より見て 左のみ

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級 

セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
直接噴射式

歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式

排気ガスタービン（空気冷却器付）

1000 1200 1500 1800 1000 1200 1500 1800

回転方向
放水
ラジエータ

■外形寸法図

■ユニット主要目

1. メーカー標準条件と揚排水機場条件、JS基準条件はそれぞれ定格出力が異なりますのでご注意ください。
2. メーカー標準条件は、大気圧力1,000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
3. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
4. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
5. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程
回転方向
使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

項　目
形 式

乾燥質量（放水/ラジエータ）
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立形直列水冷4サイクル
6

φ155×180
出力軸側より見て 左 (減速逆転機付：右)

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級 

セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
直接噴射式

ポンプによる強制循環式
ラジエータ冷却方式及び強制循環清水冷却式

排気ガスタービン（空気冷却器付）
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単位：ｍｍ概略寸法表
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記号
放 水 ラジエータ
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Ｆ
※下一桁切上げ
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C

A

F

D

AY20Lシリーズ
出力 ： 243～595kW
AY20Lシリーズ
出力 ： 243～595kW

本機は、仕様・オプション等により異なります。
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本機は、仕様・オプション等により異なります。

■外形寸法図

1890/1980 1930/2000
3400 以下

125 150 150 200

1. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
2. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
3. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
4. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

■ユニット主要目
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揚排水基準
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形　式
シリンダ数
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使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
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潤滑方式
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標準の排気口径
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力
ラ
ジ
エ
ー
タ

129

─

158

158

202

202

─

243

─

─

184

184

243

243

─

276

kW

項　目
形 式

乾燥質量（放水/ラジエータ）

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

備
考

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

6HAL2－HTP
単 位
min-1

̶
cyl.
mm
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

6HAL2－DTP

立形直列水冷4サイクル
6

φ130×165
出力軸側より見て 左のみ
出力軸側より見て 左のみ

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級 

セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
直接噴射式

歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式

排気ガスタービン（空気冷却器付）

1000 1200 1500 1800 1000 1200 1500 1800

回転方向
放水
ラジエータ

■外形寸法図

■ユニット主要目

1. メーカー標準条件と揚排水機場条件、JS基準条件はそれぞれ定格出力が異なりますのでご注意ください。
2. メーカー標準条件は、大気圧力1,000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
3. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
4. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
5. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程
回転方向
使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

項　目
形 式

乾燥質量（放水/ラジエータ）

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

備
考

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

単 位
min-1

̶
cyl.
mm
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

1500
562
534
499
545
519
499
441
419
414

AY20L-ET

立形直列水冷4サイクル
6

φ155×180
出力軸側より見て 左 (減速逆転機付：右)

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級 

セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
直接噴射式

ポンプによる強制循環式
ラジエータ冷却方式及び強制循環清水冷却式

排気ガスタービン（空気冷却器付）
200

3430以下
4800/5400

1800
595
565
558
565
537
530
441
419
414

放 

水

定 

格 

出 

力
低
出
力
ラ
ジ
エ
ー
タ

標
準
ラ
ジ
エ
ー
タ

kW

単位：ｍｍ概略寸法表

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号
放 水 ラジエータ

AY20L-ET

3277

1689

3133

1646

1320

830

2718

1639

2400

Ｆ
※下一桁切上げ

B

E

C

A

F

D

AY20Lシリーズ
出力 ： 243～595kW
AY20Lシリーズ
出力 ： 243～595kW

本機は、仕様・オプション等により異なります。



6
N
Y
1
6
L

E
Y
1
8

19 20

Ｃ

Ｆ

■外形寸法図

■ユニット主要目

1. メーカー標準条件と揚排水機場条件、JS基準条件はそれぞれ定格出力が異なりますのでご注意ください。
2. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
3. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
4. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
5. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

単位：ｍｍ概略寸法表

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号
放 水 ラジエータ

6NY16L－HN,－UN,－EN

3445

1350

3260

1633

940

620

2994

1238

2460

Ｆ
※下一桁切上げ

回転数

形　式
シリンダ数
内径×行程

使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

項　目
形 式

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

備
考

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

単 位
min-1

̶
cyl.
mm
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

回転方向
放水
ラジエータ

回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

放 

水定 

格 

出 

力
ラ
ジ
エ
ー
タ

kW

乾燥質量（放水/ラジエータ）

6NY16L－HN 6NY16L－EN6NY16L－UN

立形直列水冷4サイクル
6

φ160×200
出力軸側より見て 左（標準）または右（オプション）

出力軸側より見て 左のみ
A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）

APIサービス分類 CD級 
圧縮空気式（空気直入れ）

直接噴射式
歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式

排気ガスタービン（空気冷却器付）
200

4900 以下 (揚排水機場条件：3430 以下)
3700/5000 

1000
228
217
214
─
─
─

1200
265
252
248
250
238
234

1000
265
252
248
─
─
─

1200
353
335
331
338
321
317

1000
353
335
331
─
─
─

1200
441
419
414
426
405
400

本機は、仕様・オプション等により異なります。

EY18シリーズ
出力 ： 500～660kW出力 ： 500～660kW

6NY16Lシリーズ
出力 ： 228～441kW出力 ： 228～441kW

本機は、仕様・オプション等により異なります。

■外形寸法図

■ユニット主要目

単位：ｍｍ概略寸法表

Ｆ

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号 6EY18(A)LW

3900

1500

2140

3000

1060

800
※下一桁切上げ

1. メーカー標準条件と揚排水機場条件、JS基準条件はそれぞれ定格出力が異なりますのでご注意ください。
2. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
3. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
4. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
5. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

4900 以下 (揚・排水機場条件：3430 以下) 

立形直列水冷4サイクル
6

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級

エアモータ式
直接噴射式

歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式

排気ガスタービン（空気冷却器付）

φ180×280

7900

250

単 位

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

乾燥質量

備
考

min-1

̶
cyl.
mm
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

項　目
形 式 6EY18LW

500
475
469

550
522
516

750

6EY18ALW

550
522
516

660
627
619

900

6EY18ALW

550
522
516

660
627
619

1000回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程

使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

放 

水

定
格
出
力

kW

回転方向 出力軸側より見て 左
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■外形寸法図

■ユニット主要目

1. メーカー標準条件と揚排水機場条件、JS基準条件はそれぞれ定格出力が異なりますのでご注意ください。
2. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
3. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
4. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
5. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

単位：ｍｍ概略寸法表

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号
放 水 ラジエータ

6NY16L－HN,－UN,－EN

3445

1350

3260

1633

940

620

2994

1238

2460

Ｆ
※下一桁切上げ

回転数

形　式
シリンダ数
内径×行程

使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

項　目
形 式

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

備
考

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

単 位
min-1

̶
cyl.
mm
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

回転方向
放水
ラジエータ

回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

放 

水定 

格 

出 

力
ラ
ジ
エ
ー
タ

kW

乾燥質量（放水/ラジエータ）

6NY16L－HN 6NY16L－EN6NY16L－UN

立形直列水冷4サイクル
6

φ160×200
出力軸側より見て 左（標準）または右（オプション）

出力軸側より見て 左のみ
A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）

APIサービス分類 CD級 
圧縮空気式（空気直入れ）

直接噴射式
歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式

排気ガスタービン（空気冷却器付）
200

4900 以下 (揚排水機場条件：3430 以下)
3700/5000 

1000
228
217
214
─
─
─

1200
265
252
248
250
238
234

1000
265
252
248
─
─
─

1200
353
335
331
338
321
317

1000
353
335
331
─
─
─

1200
441
419
414
426
405
400

本機は、仕様・オプション等により異なります。

EY18シリーズ
出力 ： 500～660kW出力 ： 500～660kW

6NY16Lシリーズ
出力 ： 228～441kW出力 ： 228～441kW

本機は、仕様・オプション等により異なります。

■外形寸法図

■ユニット主要目

単位：ｍｍ概略寸法表

Ｆ

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号 6EY18(A)LW

3900

1500

2140

3000

1060

800
※下一桁切上げ

1. メーカー標準条件と揚排水機場条件、JS基準条件はそれぞれ定格出力が異なりますのでご注意ください。
2. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
3. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
4. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
5. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

4900 以下 (揚・排水機場条件：3430 以下) 

立形直列水冷4サイクル
6

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級

エアモータ式
直接噴射式

歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式

排気ガスタービン（空気冷却器付）

φ180×280

7900

250

単 位

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

乾燥質量

備
考

min-1

̶
cyl.
mm
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

項　目
形 式 6EY18LW

500
475
469

550
522
516

750

6EY18ALW

550
522
516

660
627
619

900

6EY18ALW

550
522
516

660
627
619

1000回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程

使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

放 

水

定
格
出
力

kW

回転方向 出力軸側より見て 左
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本機は、仕様・オプション等により異なります。

EY22,26シリーズ
出力 ： 800～2060kW

■ユニット主要目

単位：ｍｍ概略寸法表

Ｆ

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号 8EY26LW

6680

2090

3570

5220

1520

1150

6EY26LW

5540

1960

3420

4320

1520

1150

6EY22(A)LW

4650

1800

2600

3600

1260

895

■外形寸法図

※下一桁切上げ

1. メーカー標準条件と揚排水機場条件、JS基準条件はそれぞれ定格出力が異なりますのでご注意ください。
2. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
3. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
4. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
5. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

出力軸（ハズミ車）側より
見て 右 (左：オプション)

φ260×385
8

23100

450

30500

500
4900 以下 (揚・排水機場条件：3430 以下) 

立形直列水冷4サイクル
6

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級

エアモータ式
直接噴射式

歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式

排気ガスタービン（空気冷却器付）

φ220×320

300 350

12900

単 位

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

乾燥質量

備
考

min-1

̶
cyl.
mm
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

項　目
形 式 6EY22LW

800
760
751

1080
1026
894

750

6EY26LW

1330
1264
1249

1470
1397
1380

750

6EY22ALW

880
836
826

1020
969
957

1180
1122
1072

1370
1302
─

900

6EY22ALW

880
836
826

1020
969
957

1180
1122
1108

1370
1302
1192

1000

8EY
26LW

2060
1958
1934

750回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程

使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

放
水

定
格
出
力

kW

回転方向 出力軸側より見て 左 (右：オプション)

■外形寸法図

単位：ｍｍ概略寸法表

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号 6EY33LW

7300

2685

4240

5420

1980

1720

8EY33LW

8810

3060

4245

7430

1980

1720Ｆ
※下一桁切上げ

EY33シリーズ
出力 ： 2500～4500kW出力 ： 2500～4500kW

本機は、仕様・オプション等により異なります。

Ｂ Ａ

Ｅ D

Ｃ

Ｆ

■ユニット主要目

単 位
750

2500
2377
2347

2750
2614
2582

3100
2947
2766

3600
3423
3380

3360
3194
－

4000
3803
3688

4500
4278
－

立形直列水冷4サイクル

φ330×440
出力軸側より見て右

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45)　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級 
圧縮空気式（空気直入れ）

直接噴射式
歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式

排気ガスタービン（空気冷却器付）

3430 以下

6 8

600 750

39100 50600

回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程
回転方向
使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

乾燥質量

備
考

min-1

̶
̶
mm
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

項　目
形 式 6EY33LW

750

8EY33LW

放
水

定
格
出
力

kW

1. メーカー標準条件と揚排水機場条件、JS基準条件はそれぞれ定格出力が異なりますのでご注意ください。
2. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
3. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
4. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
5. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：
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本機は、仕様・オプション等により異なります。

EY22,26シリーズ
出力 ： 800～2060kW

■ユニット主要目

単位：ｍｍ概略寸法表

Ｆ

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号 8EY26LW

6680

2090

3570

5220

1520

1150

6EY26LW

5540

1960

3420

4320

1520

1150

6EY22(A)LW

4650

1800

2600

3600

1260

895

■外形寸法図

※下一桁切上げ

1. メーカー標準条件と揚排水機場条件、JS基準条件はそれぞれ定格出力が異なりますのでご注意ください。
2. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
3. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
4. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
5. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：

出力軸（ハズミ車）側より
見て 右 (左：オプション)

φ260×385
8

23100

450

30500

500
4900 以下 (揚・排水機場条件：3430 以下) 

立形直列水冷4サイクル
6

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級

エアモータ式
直接噴射式

歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式

排気ガスタービン（空気冷却器付）

φ220×320

300 350

12900

単 位

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

乾燥質量

備
考

min-1

̶
cyl.
mm
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

項　目
形 式 6EY22LW

800
760
751

1080
1026
894

750

6EY26LW

1330
1264
1249

1470
1397
1380

750

6EY22ALW

880
836
826

1020
969
957

1180
1122
1072

1370
1302
─

900

6EY22ALW

880
836
826

1020
969
957

1180
1122
1108

1370
1302
1192

1000

8EY
26LW

2060
1958
1934

750回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程

使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

放
水

定
格
出
力

kW

回転方向 出力軸側より見て 左 (右：オプション)

■外形寸法図

単位：ｍｍ概略寸法表

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号 6EY33LW

7300

2685

4240

5420

1980

1720

8EY33LW

8810

3060

4245

7430

1980

1720Ｆ
※下一桁切上げ

EY33シリーズ
出力 ： 2500～4500kW出力 ： 2500～4500kW

本機は、仕様・オプション等により異なります。

Ｂ Ａ

Ｅ D

Ｃ

Ｆ

■ユニット主要目

単 位
750

2500
2377
2347

2750
2614
2582

3100
2947
2766

3600
3423
3380

3360
3194
－

4000
3803
3688

4500
4278
－

立形直列水冷4サイクル

φ330×440
出力軸側より見て右

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45)　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級 
圧縮空気式（空気直入れ）

直接噴射式
歯車ポンプによる自動注油式
強制循環清水冷却式

排気ガスタービン（空気冷却器付）

3430 以下

6 8

600 750

39100 50600

回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程
回転方向
使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

乾燥質量

備
考

min-1

̶
̶
mm
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

項　目
形 式 6EY33LW

750

8EY33LW

放
水

定
格
出
力

kW

1. メーカー標準条件と揚排水機場条件、JS基準条件はそれぞれ定格出力が異なりますのでご注意ください。
2. メーカー標準条件は、大気圧力1000hPa、周囲温度5～40℃の場合です。
3. 揚排水機場条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～37℃の場合です。
4. JS基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度5～40℃及び過給率180％以下の場合を示します。
5. 仕様・数値は、改良・改善などのため予告なく変更する場合があります。

注：
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6HAL2減速逆転機
出力 ： 68～268kW

■ユニット主要目（油圧クラッチ付）

※1 エンジン回転数により、出力軸の定格出力が異なります。
※2 回転方向：左回転仕様は、都度ご相談ください。

■外形寸法図
B A

E D

F

C

形式
6HAL2-P 6HAL2-TP 6HAL2-HTP 6HAL2-DTP項　目 単 位

減速機 種別 ̶ 油圧クラッチ付

出力軸回転数 min-1
720、750、
900、1000、
1200、1500

1800
720、750、
900、1000、
1200、1500

1800
720、750、
900、1000、
1200、1500

1800
720、750、
900、1000、
1200、1500

1800

定
格
出
力

放
水

メーカー標準

kW

104　※1 ̶ 143　※1 ̶ 196　※1 ̶ 236　※1 ̶揚排水基準
JS基準
メーカー標準

121　※1 175　※1 236　※1 268　※1揚排水基準
JS基準

形    式 ̶ 立形直列水冷4サイクル
シリンダ数 ̶ 6
内径×行程 mm φ130×165
ディーゼルエンジン回転数 min-1 放水冷却仕様：約1000～1500　ラジエータ冷却仕様：約1200～1800
回転方向(出力軸側より見て) ̶ 右 ※2
使用燃料油 ̶ A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
使用潤滑油 ̶ APIサービス分類 CD級
始動方式 ̶ セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
燃焼方式 ̶ 直接噴射式
潤滑方式 ̶ 歯車ポンプによる自動注油式
冷却方式 ̶ 機付ポンプによる強制循環清水冷却式
過給方式 ̶ なし 排気ガスタービン（空気冷却器付）

備
考
標準の排気口径 A 100 125 125～150 150～200
排気許容背圧 Pa 3900以下 3400 以下

乾燥質量（放水/ラジエータ） kg 2460/2530 2500/2570 2790/2820 2800/2830

本機は、仕様・オプション等により異なります。

概略寸法表 単位：ｍｍ

A
B
C
D
E
F

記号
6HAL2-P

3093
1190
1592

510

3330
1133
1712

515

6HAL2-TP

3145
1190
1592

3382
1133
1712

6HAL2-HTP

3268
1190
1638

3504
1200
1833

6HAL2-DTP

3268
1190
1638
2810
785
515

2810
785
515

2690
785
510

2640
785

3504
1200
1833

放水 ラジエータ 放水 ラジエータ 放水 ラジエータ 放水 ラジエータ

本機は、仕様・オプション等により異なります。

※1 エンジン回転数により、出力軸の定格出力が異なります。
※2 回転方向：左回転仕様は、都度ご相談ください。
※3 6HAL2-DTPのロック付遠心クラッチ付の設定はありません。

■外形寸法図

F

E

C

A

D

B

■ユニット主要目（ロック付遠心クラッチ付）
形式

6HAL2-P 6HAL2-TP 6HAL2-HTP項　目 単 位
減速機 種別 ̶ ロック付遠心クラッチ付

出力軸回転数 min-1 900、1000
1200、1500 1800 900

1000、
1200、
1500

1800 1000、1200、1500 1800

定
格
出
力

放
水

メーカー標準

kW

104　※1 ̶ 143　※1 ̶ 196　※1 ̶揚排水基準
JS基準
メーカー標準

121　※1 ̶ 175　※1 236　※1揚排水基準
JS基準

形    式 ̶ 立形直列水冷4サイクル
シリンダ数 ̶ 6
内径×行程 mm φ130×165
ディーゼルエンジン回転数 min-1 放水冷却仕様：約1000～1500　ラジエータ冷却仕様：約1200～1800
回転方向(出力軸側より見て) ̶ 右 ※2
使用燃料油 ̶ A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
使用潤滑油 ̶ APIサービス分類 CD級
始動方式 ̶ セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
燃焼方式 ̶ 直接噴射式
潤滑方式 ̶ 歯車ポンプによる自動注油式
冷却方式 ̶ 機付ポンプによる強制循環清水冷却式
過給方式 ̶ 排気ガスタービン（空気冷却器付）

備
考
標準の排気口径 A 100 125 125～150
排気許容背圧 Pa 3900 以下 3400 以下

乾燥質量（放水/ラジエータ） kg 2810/2870 2830/2890 2840/2920

概略寸法表 単位：ｍｍ

A
B
C
D
E
F

記号
6HAL2-P

3804
1190
1597

3360
785
515

3360
785
515

3360
785
515

4041
1133
1712

6HAL2-TP

3804
1190
1597

4041
1133
1712

6HAL2-HTP

3804
1190
1597

4040
1210
1794

放水 ラジエータ 放水 ラジエータ 放水 ラジエータ
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6HAL2減速逆転機
出力 ： 68～268kW

■ユニット主要目（油圧クラッチ付）

※1 エンジン回転数により、出力軸の定格出力が異なります。
※2 回転方向：左回転仕様は、都度ご相談ください。

■外形寸法図
B A

E D

F

C

形式
6HAL2-P 6HAL2-TP 6HAL2-HTP 6HAL2-DTP項　目 単 位

減速機 種別 ̶ 油圧クラッチ付

出力軸回転数 min-1
720、750、
900、1000、
1200、1500

1800
720、750、
900、1000、
1200、1500

1800
720、750、
900、1000、
1200、1500

1800
720、750、
900、1000、
1200、1500

1800

定
格
出
力

放
水

メーカー標準

kW

104　※1 ̶ 143　※1 ̶ 196　※1 ̶ 236　※1 ̶揚排水基準
JS基準
メーカー標準

121　※1 175　※1 236　※1 268　※1揚排水基準
JS基準

形    式 ̶ 立形直列水冷4サイクル
シリンダ数 ̶ 6
内径×行程 mm φ130×165
ディーゼルエンジン回転数 min-1 放水冷却仕様：約1000～1500　ラジエータ冷却仕様：約1200～1800
回転方向(出力軸側より見て) ̶ 右 ※2
使用燃料油 ̶ A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
使用潤滑油 ̶ APIサービス分類 CD級
始動方式 ̶ セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
燃焼方式 ̶ 直接噴射式
潤滑方式 ̶ 歯車ポンプによる自動注油式
冷却方式 ̶ 機付ポンプによる強制循環清水冷却式
過給方式 ̶ なし 排気ガスタービン（空気冷却器付）

備
考
標準の排気口径 A 100 125 125～150 150～200
排気許容背圧 Pa 3900以下 3400 以下

乾燥質量（放水/ラジエータ） kg 2460/2530 2500/2570 2790/2820 2800/2830

本機は、仕様・オプション等により異なります。

概略寸法表 単位：ｍｍ

A
B
C
D
E
F

記号
6HAL2-P

3093
1190
1592

510

3330
1133
1712

515

6HAL2-TP

3145
1190
1592

3382
1133
1712

6HAL2-HTP

3268
1190
1638

3504
1200
1833

6HAL2-DTP

3268
1190
1638
2810
785
515

2810
785
515

2690
785
510

2640
785

3504
1200
1833

放水 ラジエータ 放水 ラジエータ 放水 ラジエータ 放水 ラジエータ

本機は、仕様・オプション等により異なります。

※1 エンジン回転数により、出力軸の定格出力が異なります。
※2 回転方向：左回転仕様は、都度ご相談ください。
※3 6HAL2-DTPのロック付遠心クラッチ付の設定はありません。

■外形寸法図

F

E

C

A

D

B

■ユニット主要目（ロック付遠心クラッチ付）
形式

6HAL2-P 6HAL2-TP 6HAL2-HTP項　目 単 位
減速機 種別 ̶ ロック付遠心クラッチ付

出力軸回転数 min-1 900、1000
1200、1500 1800 900

1000、
1200、
1500

1800 1000、1200、1500 1800

定
格
出
力

放
水

メーカー標準

kW

104　※1 ̶ 143　※1 ̶ 196　※1 ̶揚排水基準
JS基準
メーカー標準

121　※1 ̶ 175　※1 236　※1揚排水基準
JS基準

形    式 ̶ 立形直列水冷4サイクル
シリンダ数 ̶ 6
内径×行程 mm φ130×165
ディーゼルエンジン回転数 min-1 放水冷却仕様：約1000～1500　ラジエータ冷却仕様：約1200～1800
回転方向(出力軸側より見て) ̶ 右 ※2
使用燃料油 ̶ A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
使用潤滑油 ̶ APIサービス分類 CD級
始動方式 ̶ セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
燃焼方式 ̶ 直接噴射式
潤滑方式 ̶ 歯車ポンプによる自動注油式
冷却方式 ̶ 機付ポンプによる強制循環清水冷却式
過給方式 ̶ 排気ガスタービン（空気冷却器付）

備
考
標準の排気口径 A 100 125 125～150
排気許容背圧 Pa 3900 以下 3400 以下

乾燥質量（放水/ラジエータ） kg 2810/2870 2830/2890 2840/2920

概略寸法表 単位：ｍｍ

A
B
C
D
E
F

記号
6HAL2-P

3804
1190
1597

3360
785
515

3360
785
515

3360
785
515

4041
1133
1712

6HAL2-TP

3804
1190
1597

4041
1133
1712

6HAL2-HTP

3804
1190
1597

4040
1210
1794

放水 ラジエータ 放水 ラジエータ 放水 ラジエータ
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AY20L減速逆転機
出力 ： 380～550kW

リプレースに最適な4つのメリット

■ユニット主要目

※ 連れまわり防止ブレーキは右回転仕様のみ対応可能

出力軸回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程
ディーゼルエンジン回転数
回転方向（出力軸側より見て）
使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

項　目
形 式

乾燥質量（放水/ラジエータ）

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

備
考

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

単 位
min-1

̶
̶
mm
min-1

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

720

AY20L-ET

545
518
511
520
494
488
405
385
380

立形直列水冷4サイクル
6

φ155×180
約1800
右（又は左）※

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級 

セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
直接噴射式

ポンプによる強制循環式
機付ポンプによる強制循環清水冷却式
排気ガスタービン（空気冷却器付）

200
3430以下
6200/6800

1000900750

放 

水

定 

格 

出 

力
低
出
力
ラ
ジ
エ
ー
タ

標
準
ラ
ジ
エ
ー
タ

kW

■外形寸法図 単位：ｍｍ概略寸法表

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号
放 水 ラジエータ

AY20L-ETP

4430

1689

4230

1646

1320

517

3966

1639

3650

Ｆ
※下一桁切上げ

B A

E D

F

C

メリット② 既設のポンプの回転数、回転方向に合わせた減速機、減速逆転機の選定が可能です。

メリット① 機付ラジエータによる冷却方式の採用により、冷却水配管が不要、
冷却水配管損傷による災憲リスクの低減します。

メリット③ 低中速エンジンから高速エンジンヘの入替により設置重量･設置スペースの
縮小化を実現します。

メリット④ 電子力バナのランブ始動により始動時の黒煙を低減します。

※給換気システムの見直しが必要となります。

AY20L
3966
1222
1889
2350
6300

978
199
176
4150
2900

4944
1421
2065
6500
9200

機関単体質量〔kg〕
総質量〔kg〕

530kWクラスの機関比較

当社旧機種：6N18AL-UN

ＦＵＥＬ
ＮＯＴＣＨ

　０

１０

４０

３０

２０

ＳＴＯＰ

ＲＵＮ
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AY20L減速逆転機
出力 ： 380～550kW

リプレースに最適な4つのメリット

■ユニット主要目

※ 連れまわり防止ブレーキは右回転仕様のみ対応可能

出力軸回転数
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準
メーカー標準
揚排水基準
JS基準

形　式
シリンダ数
内径×行程
ディーゼルエンジン回転数
回転方向（出力軸側より見て）
使用燃料油
使用潤滑油
始動方式
燃焼方式
潤滑方式
冷却方式
過給方式
標準の排気口径
排気許容背圧

項　目
形 式

乾燥質量（放水/ラジエータ）

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

備
考

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

単 位
min-1

̶
̶
mm
min-1

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
A
Pa
kg

720

AY20L-ET

545
518
511
520
494
488
405
385
380

立形直列水冷4サイクル
6

φ155×180
約1800
右（又は左）※

A重油（JIS 1種2号相当以上、セタン指数≧45）　軽油（JIS 2号相当以上、セタン指数≧45）
APIサービス分類 CD級 

セルモータ式（標準）またはエアモータ式（オプション）
直接噴射式

ポンプによる強制循環式
機付ポンプによる強制循環清水冷却式
排気ガスタービン（空気冷却器付）

200
3430以下
6200/6800

1000900750

放 

水

定 

格 

出 

力
低
出
力
ラ
ジ
エ
ー
タ

標
準
ラ
ジ
エ
ー
タ

kW

■外形寸法図 単位：ｍｍ概略寸法表

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

記号
放 水 ラジエータ

AY20L-ETP

4430

1689

4230

1646

1320

517

3966

1639

3650

Ｆ
※下一桁切上げ

B A

E D

F

C

メリット② 既設のポンプの回転数、回転方向に合わせた減速機、減速逆転機の選定が可能です。

メリット① 機付ラジエータによる冷却方式の採用により、冷却水配管が不要、
冷却水配管損傷による災憲リスクの低減します。

メリット③ 低中速エンジンから高速エンジンヘの入替により設置重量･設置スペースの
縮小化を実現します。

メリット④ 電子力バナのランブ始動により始動時の黒煙を低減します。

※給換気システムの見直しが必要となります。

AY20L
3966
1222
1889
2350
6300

978
199
176
4150
2900

4944
1421
2065
6500
9200

機関単体質量〔kg〕
総質量〔kg〕

530kWクラスの機関比較

当社旧機種：6N18AL-UN

ＦＵＥＬ
ＮＯＴＣＨ

　０
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減圧水槽
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減圧水槽
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1950
5000
10000
15000
18000

容量（L）
記号

1360
1700
2200
2200
2500

D
（内径）

1420
2350
2850
4250
3950

H
（胴高さ）

125
155
200
200
220

h
（頂高さ）

1545
2505
3850
5375
4900

TH
（全高さ）

3.2
4.5
4.5
4.5
4.5

側板
厚さ（t）

3.2
3.2
4.5
4.5
4.5

頂板
厚さ（t）

4.5
4.5
6.0
6.0
6.0

底板
厚さ（t）

主燃料槽の寸法 単位：mm

1950
5000
10000
15000
18000

記号

1700
2000
2500
2500
2800

A
（基礎部）

2400
3500
4400
5200
5300

B
（内部矩）

500
500
600
650
750

C
（堤高さ）

防油堤の寸法 単位：mm

300
490
1000
1500
1950

容量（L）
1100
930
1190
1440
1860

A
600
850
1100
1100
1100

B
燃 料 小 出 槽

520
1080
1235
1460
1460

C
120
140
310
400
480

質量（kg）

単位：mm

0.4
0.75
1.5
2.2
3.7

電動機出力（kW）
444
496
581
630
700

長さL
222
257
281
286
302

巾W
335
345
415
425
490

高さH
25
36
55
74
95

質量（kg）

単位：mm

300
490
1000
1500
1950

容量（L）
1200
1200
1650
1650
2050

D
620
900
1150
1150
1150

E
架 　 台

1000～1500
1000～1500
1200～1600
1400～1800
1500～2000

F
140～160
180～205
235～255
245～265
250～275

質量（kg）

単位：mm

TO-10
TO-15
TO-20
TO-25
TO-30

記号

10000
15000
20000
25000
30000

容量
（L）

1600
1800
1900
2000
2200

D

9.0
9.0
9.0
9.0
9.0

T

65
65
80
80
80

注
油
口

32
32
32
32
32

計
量
口

32
32
40
40
40

送
油
口

50
50
65
65
65

返
油
口

32
50
50
50
50

通
気
口

40
40
40
40
40

除
水
口

5200
6000
7200
8200
8200

L1

5893
6770
8010
9010
9050

L2
（参考寸法）

主燃料槽の寸法 単位：mm

※上記以外の容量は、個別にご照会ください。

20φ

25φ

32φ

口径

172

203

238

A

158

190

204

B

305

358

430

C

0.24

0.40

0.65

吐出量
（　/ストローク）

単位：mm

〔備考〕（1）
（2）

形状、寸法は、一例を示す。
「危険物の規制に関する政令」及び「危険物の規制に関する規則」により製作する。

TO-10
TO-15
TO-20
TO-25
TO-30

記号

7150
8000
9250
10250
10300

L

2850
3050
3150
3250
3450

W

2700
2900
3000
3100
3300

H

タンク室の寸法 単位：mm

〔備考〕（1）配筋は、短辺、長辺とも9φ又はD10－200＠ダブルとする。

容量（L）

■防油堤の構造
防油堤の高さは、0.2m以上1.6m以下とし、燃料タ
ンク側板から0.5m以上及び架台全高の1/5以上
離隔して設ける。厚さは100mm以上とし、内面は
モルタル等による防水処理を行う。

■燃料小出槽
オイルサービスタンクは、鋼板製溶接加工とし、タンクには、給油管、返油管、送油管、排油管、通気管等の
接続口及び油面制御装置、油面計等の取付座を設け、次の付属品を備える。

鋼板製又はステンレス製とし、特記なき場合は、鋼板
製とする。
なお、寸法等は標準図※（発電5）による。
溶接加工とし、鋼板製にあっては、外面はさび止めペ
イント2回塗りのうえ、調合ペイント2回塗りを行う。
油面検出装置を設ける。油面検出装置は、フロートス
イッチ等とし、防爆構造のものとする。
次のものを備える。
i）油面計（フロート式）
ii）点検口及びふた
iii）金属製はしご
給油管、送油管、オーバーフロー管、ドレン管、
通気管等必要な配管接続口を設ける。
標準図※（発電5）による架台を設ける。

（イ）

（ロ）

（ハ）

（ニ）

（ホ）

（ヘ）
〔備考〕槽の固定方法、補強鋼材方法等は、一例を示す。

※公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）参照
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1950
5000
10000
15000
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記号
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200
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h
（頂高さ）

1545
2505
3850
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4.5
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1700
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2500
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257
281
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D
620
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E
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F
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180～205
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送
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口
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40
40
40
40
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8010
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L2
（参考寸法）
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※上記以外の容量は、個別にご照会ください。

20φ

25φ

32φ

口径

172

203

238

A

158

190

204

B

305
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430

C

0.24

0.40

0.65

吐出量
（　/ストローク）

単位：mm

〔備考〕（1）
（2）

形状、寸法は、一例を示す。
「危険物の規制に関する政令」及び「危険物の規制に関する規則」により製作する。
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TO-25
TO-30

記号

7150
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10250
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L

2850
3050
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3250
3450

W
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2900
3000
3100
3300

H

タンク室の寸法 単位：mm

〔備考〕（1）配筋は、短辺、長辺とも9φ又はD10－200＠ダブルとする。

容量（L）

■防油堤の構造
防油堤の高さは、0.2m以上1.6m以下とし、燃料タ
ンク側板から0.5m以上及び架台全高の1/5以上
離隔して設ける。厚さは100mm以上とし、内面は
モルタル等による防水処理を行う。

■燃料小出槽
オイルサービスタンクは、鋼板製溶接加工とし、タンクには、給油管、返油管、送油管、排油管、通気管等の
接続口及び油面制御装置、油面計等の取付座を設け、次の付属品を備える。

鋼板製又はステンレス製とし、特記なき場合は、鋼板
製とする。
なお、寸法等は標準図※（発電5）による。
溶接加工とし、鋼板製にあっては、外面はさび止めペ
イント2回塗りのうえ、調合ペイント2回塗りを行う。
油面検出装置を設ける。油面検出装置は、フロートス
イッチ等とし、防爆構造のものとする。
次のものを備える。
i）油面計（フロート式）
ii）点検口及びふた
iii）金属製はしご
給油管、送油管、オーバーフロー管、ドレン管、
通気管等必要な配管接続口を設ける。
標準図※（発電5）による架台を設ける。

（イ）

（ロ）

（ハ）

（ニ）

（ホ）

（ヘ）
〔備考〕槽の固定方法、補強鋼材方法等は、一例を示す。

※公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）参照
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●蓄電池（バッテリー）容量のめやす

6CHL
6HAL2
AY20L

HS
120
200
250

MSE
100
150
200

条件

タイプ
機種

周囲温度5℃用

HS 120
HS 200
HS 250

長さ　L
800
800
800

幅　Ｗ
600
600
600

高さ　H
2350
2350
2350

質量　(kg)
430
480
490

項目
(mm)

容量
MSE 100
MSE 150
MSE 200

長さ　L
700
700
700

幅　Ｗ
600
600
600

高さ　H
2350
2350
2350

質量　(kg)
400
420
450

項目
(mm)

容量

HS：ベント形高率放電用ベースト式据置鉛蓄電池
MSE：陰極吸収式シール形据置鉛蓄電池
※－5℃仕様はヒーター付で同要量とします。

空気始動時にエアを供給するための貯蔵設備です。

■圧縮空気式（空気直入れ）
この方法は、圧縮された空気を直接エンジンのシリンダ内
に導入するものです。圧縮空気の導入時期は、各シリンダの
膨張行程であり、分配弁により供給すべきシリンダと時期を
制御します。

エンジン
リングギヤ

※7.5kW以上の電動機駆動の場合は、騒音、振動規制法の適用を受け、
　届出が必要となります。　

※労働安全衛生法にて「第2種圧力容器」となります。

注：元バルブの取付位置は、空気槽の容量により前面のものもあります。

1.5kW
2.2kW
3.7kW
5.5kW
7.5kW

670
670
710
870
870

430
450
470
550
550

470
480
670
770
770

80
80
130
230
250

長さ　Ｌ 巾　Ｗ 高さ　Ｈ 質量（kg）項目容量

（mm）

836
910

992
1216
992
1216
1410

530
567

750
854
948
948
981

1485
1480

1807
1787
1750
2104
2449

245
285

469
629
840
950
1350

6CHL
6HAL2（P）

6EY22
6,8EY26
－
－

6EY33

100　×2

200　×2
300　×2
400　×2
500　×2
600　×2

×280
長さ　Ｌ 巾　Ｗ 高さ　Ｈ 質量（kg） 該当機種項目容量

（mm）

838 676 1937 377 AY20L、6NY16L、
6EY18150　×2 H

L

W
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●蓄電池（バッテリー）容量のめやす

6CHL
6HAL2
AY20L

HS
120
200
250

MSE
100
150
200

条件

タイプ
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HS 120
HS 200
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800
800
800
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600
600
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2350
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430
480
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700
700
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600
600
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400
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450
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容量

HS：ベント形高率放電用ベースト式据置鉛蓄電池
MSE：陰極吸収式シール形据置鉛蓄電池
※－5℃仕様はヒーター付で同要量とします。

空気始動時にエアを供給するための貯蔵設備です。

■圧縮空気式（空気直入れ）
この方法は、圧縮された空気を直接エンジンのシリンダ内
に導入するものです。圧縮空気の導入時期は、各シリンダの
膨張行程であり、分配弁により供給すべきシリンダと時期を
制御します。

エンジン
リングギヤ

※7.5kW以上の電動機駆動の場合は、騒音、振動規制法の適用を受け、
　届出が必要となります。　

※労働安全衛生法にて「第2種圧力容器」となります。

注：元バルブの取付位置は、空気槽の容量により前面のものもあります。

1.5kW
2.2kW
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5.5kW
7.5kW
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710
870
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470
550
550
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480
670
770
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910
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1216
1410
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948
948
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1750
2104
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6EY22
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－
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※ネジリ振動の検討
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79kW以下

123kW以下

173kW以下

235kW以下

302kW以下

463kW以下

669kW以下

831kW以下

1103kW以下

1230

1485

1680

1920

2170

2640

3100

3450

3910

A

1050

1305

1490

1720

1950

2410

2870

3200

3660

B

990

1245

1410

1640

1870

2330

2790

3100

3560

C

430

485

540

620

685

850

1010

1130

1290

D

100A

125A

150A

175A

200A

250A

300A

350A

400A

E
(フランジ)

290

350

410

460

500

610

720

810

920

F

220

270

310

360

400

510

620

680

790

G

505

562.5

620

700

772.5

935

1095

1215

1375

H

90

125

190

260

330

530

770

1000

1530

質量(kg)

（単位：mm）

注： 1.上記の寸法は、一般的な選定によるご参考の数値です。
2.設置条件などにより、寸法の変更やタイプの変更となる場合があります。

適用出力

●主要寸法表

記号

ご参考用

66kW以下

101kW以下

143kW以下

195kW以下

246kW以下

382kW以下

552kW以下

684kW以下

897kW以下

1147kW以下

1545

1870

2215

2530

2825

3430

4040

4510

5120

5805

A

1365

1690

2025

2330

2605

3200

3810

4260

4870

5535

B

1285

1610

1945

2250

2525

3120

3710

4160

4770

5430

C

485

540

620

685

775

925

1095

1235

1395

1560

D

100A

125A

150A

175A

200A

250A

300A

350A

400A

450A

E
(フランジ)

370

410

460

510

540

650

830

910

1030

1140

F

270

310

360

410

440

550

700

780

900

1010

G

582.5

635

715

782.5

872.5

1022.5

1192.5

1332.5

1492.5

1660

H

140

205

280

380

490

720

1110

1580

2190

2800

質量(kg)

（単位：mm）

注： 1.上記の寸法は、一般的な選定によるご参考の数値です。
2.設置条件などにより、寸法の変更やタイプの変更となる場合があります。

適用出力

●主要寸法表

記号

ご参考用

66kW以下

101kW以下

143kW以下

195kW以下

246kW以下

382kW以下

552kW以下

684kW以下

897kW以下

1147kW以下

1230

1485

1750

1995

2225

2695

3165

3535

4005

4535

A

1050

1305

1560

1795

2005

2465

2935

3285

3755

4265

B

990

1225

1480

1715

1925

2385

2855

3180

3650

4160

C

485

540

620

685

775

925

1095

1235

1395

1560

D

100A

125A

150A

175A

200A

250A

300A

350A

400A

450A

E
(フランジ)

340

410

460

510

540

650

800

910

1030

1140

F

270

310

360

410

440

550

700

780

900

1010

G

582.5

635

715

782.5

872.5

1022.5

1192.5

1332.5

1492.5

1660

H

105

165

230

310

400

580

850

1300

1820

2290

質量(kg)

（単位：mm）

注： 1.上記の寸法は、一般的な選定によるご参考の数値です。
2.設置条件などにより、寸法の変更やタイプの変更となる場合があります。

適用出力

●主要寸法表

記号

ご参考用　干渉形消音器
音の干渉を利用してその伝搬を防ぐ方式で、低・中音の卓
越周波数成分をもつ騒音低減に有効です。

干渉形
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79kW以下

123kW以下

173kW以下

235kW以下

302kW以下

463kW以下

669kW以下

831kW以下

1103kW以下

1230

1485

1680

1920

2170

2640

3100

3450

3910

A

1050

1305

1490

1720

1950

2410

2870

3200

3660

B

990

1245

1410

1640

1870

2330

2790

3100

3560

C

430

485

540

620

685

850

1010

1130

1290

D

100A

125A

150A

175A

200A

250A

300A

350A

400A

E
(フランジ)

290

350

410

460

500

610

720

810

920

F

220

270

310

360

400

510

620

680

790

G

505

562.5

620

700

772.5

935

1095

1215

1375

H

90

125

190

260

330

530

770

1000

1530

質量(kg)

（単位：mm）

注： 1.上記の寸法は、一般的な選定によるご参考の数値です。
2.設置条件などにより、寸法の変更やタイプの変更となる場合があります。

適用出力

●主要寸法表

記号

ご参考用

66kW以下

101kW以下

143kW以下

195kW以下

246kW以下

382kW以下

552kW以下

684kW以下

897kW以下

1147kW以下

1545

1870

2215

2530

2825

3430

4040

4510

5120

5805

A

1365

1690

2025

2330

2605

3200

3810

4260

4870

5535

B

1285

1610

1945

2250

2525

3120

3710

4160

4770

5430

C

485

540

620

685

775

925

1095

1235

1395

1560

D

100A

125A

150A

175A

200A

250A

300A

350A

400A

450A

E
(フランジ)

370

410

460

510

540

650

830

910

1030

1140

F

270

310

360

410

440

550

700

780

900

1010

G

582.5

635

715

782.5

872.5

1022.5

1192.5

1332.5

1492.5

1660

H

140

205

280

380

490

720

1110

1580

2190

2800

質量(kg)

（単位：mm）

注： 1.上記の寸法は、一般的な選定によるご参考の数値です。
2.設置条件などにより、寸法の変更やタイプの変更となる場合があります。

適用出力

●主要寸法表

記号

ご参考用

66kW以下

101kW以下

143kW以下

195kW以下

246kW以下

382kW以下

552kW以下

684kW以下

897kW以下

1147kW以下

1230

1485

1750

1995

2225

2695

3165

3535

4005

4535

A

1050

1305

1560

1795

2005

2465

2935

3285

3755

4265

B

990

1225

1480

1715

1925

2385

2855

3180

3650

4160

C

485

540

620

685

775

925

1095

1235

1395

1560

D

100A

125A

150A

175A

200A

250A

300A

350A

400A

450A

E
(フランジ)

340

410

460

510

540

650

800

910

1030

1140

F

270

310

360

410

440

550

700

780

900

1010

G

582.5

635

715

782.5

872.5

1022.5

1192.5

1332.5

1492.5

1660

H

105

165

230

310

400

580

850

1300

1820

2290

質量(kg)

（単位：mm）

注： 1.上記の寸法は、一般的な選定によるご参考の数値です。
2.設置条件などにより、寸法の変更やタイプの変更となる場合があります。

適用出力

●主要寸法表

記号

ご参考用　干渉形消音器
音の干渉を利用してその伝搬を防ぐ方式で、低・中音の卓
越周波数成分をもつ騒音低減に有効です。

干渉形
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タービンはガス発生
機と出力タービンと
に分割され、出力タ
ービンはガス発生機
から出た高温、高圧
ガスにより動力が伝
達されます。すなわ
ち流体継手と同様の
機構が内蔵されてい
るため、トルクも大
きく、回転数制御も
可能。ポンプ駆動用
原動機に適していま
す。

寸法・重量
燃料消費
潤滑油消費
所要空気量
冷却水消費
一般振動
騒　　音
NOx排出
起動トルク
起動・停止時間
回転数制御範囲
ネジリ振動
無負荷待機運転
オーバーホール場所
建屋・基礎

ガスタービンは同出力のディーゼルエンジンと比べ大
幅に小形・軽量です。
設置面積も小さくてすむため、設備を極力小さくでき
ます。



39 40

タービンはガス発生
機と出力タービンと
に分割され、出力タ
ービンはガス発生機
から出た高温、高圧
ガスにより動力が伝
達されます。すなわ
ち流体継手と同様の
機構が内蔵されてい
るため、トルクも大
きく、回転数制御も
可能。ポンプ駆動用
原動機に適していま
す。

寸法・重量
燃料消費
潤滑油消費
所要空気量
冷却水消費
一般振動
騒　　音
NOx排出
起動トルク
起動・停止時間
回転数制御範囲
ネジリ振動
無負荷待機運転
オーバーホール場所
建屋・基礎

ガスタービンは同出力のディーゼルエンジンと比べ大
幅に小形・軽量です。
設置面積も小さくてすむため、設備を極力小さくでき
ます。



1
軸
式
G
T

運
転
制
御

41 42

B2

H
1

H
2

H
4

H
3

B1

回転方向

H
5

換気

吸気

フロー
ティング軸

排気

2次
消音器へ

L4 L5

200L3L1 L2

1軸式ガスタービン
Single Shaft GT
1軸式ガスタービン
Single Shaft GT

■ユニット主要目

※1 メーカー標準条件は、大気圧力995hPa、周囲温度-5～40℃の場合です。
※2 揚排水基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度-5～37℃の場合です。
※3 燃料消費率は上記数値の＋5%以内とします。

1500
出力軸側より見て左
単純開放一軸式
一段遠心式
単筒缶形
二段軸流式

灯油・軽油・A重油
合成基油

セルモータによる電気式
強制潤滑油注油式

パッケージファンによる空冷式

90（標準）
90（標準）

平行平歯車（2段減速） 遊星・平行平歯車各1段減速
構 造

使用燃料油
使用潤滑油
起動方式
潤滑方式
冷却方式
乾燥質量（ガスタービン本体）

燃料消費率*1

回転速度

回転方向
型　式

定格出力

項　目
形 式

ユニット質量（排気消音器を除く）

主軸
出力軸

圧縮機
燃焼器
タービン
減速機

パッケージ機側（1m）
排気消音器出口（1m）

メーカー標準*1
揚排水基準*2

騒 音

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

481

206 243 320 700 1400405
391

533
505

633
612

802
783

1066
1010

1269
1224

1588
1550

1938
1875

2358
2302

48184 39783 31200 28714 3120031200 28714 28714

5600

14060

440

2750

710

3650

1400

4800

2000

5750

2600

7700

3600

9230

4500

12560

AT360

455

AT360S

498

AT600

451

AT600S

436

AT900

411

AT900S

413

AT1200E

384

AT1200ES

435

AT1800

409

AT1800S

414

AT2400E

386

AT2400ES

410

AT2900

395

AT3600ES単 位

g/kWh
min-1

min-1

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
kg
dB（A）
dB（A）
kg

kW

●各寸法

L1
L2
L3
L4
L5
B1
B2
H1
H2
H3
H4
H5

記号
機種

単位：mm

AT360(S)

500
150
2100
2750
500
545
1230
637
1330
400
550
2560

AT600(S)

650
450
2600
3700
500
755
1400
767
1360
500
500
2810

AT900(S)

580
300
3470
4350
500
648
1560
816
1435
750
575
3240

AT1200E(S)

850
300
3570
4720
500
648
1560
816
1435
900
600
3260

AT1800(S)

1000
300
3800
5100
600
1020
2000
867
1610
950
750
3660

AT2400E(S)

1250
250
4200
5700
600
1020
2000
867
1710
1050
750
3910

AT2900

1200
300
4200
5700
600
1167
2600
1180
2210
950
1000
4660

AT3600ES

1400
300
4200
5900
600
1167
2700
1180
2310
1050
1000
5210

■保安警報
ガスタービンの起動・運転・停止を
コントロールする制御装置TAC4
は、与えられた条件（たとえば「起
動立上り中」とか「運転中」など）
に応じて、潤滑油温・油圧、排気温
度、タービン回転数がつねに正し
い範囲内にあることを監視し、装
置の運転を保護しています。
万一不具合が生じた場合は表示
灯出力を出し、重故障の場合には
自動的にタービンを停止させます。
（標準保安項目は表を参照してください）

●保護装置一覧表

（TAC故障時のバックアップ装置としてリレーシーケンスによる緊急操作盤を用意しております。（オプション））
（※）はAT360（S）、AT600（S）を示します。

項 目

起動渋滞

過速度

排温上昇

排温低下

油温上昇

油圧低下

制御系異常

TAC電源低下

非常停止

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

40秒以上

109±1％以上

820℃以上、580（※598）＋0.92×ta℃以上

EGTo＋50℃未満、190（※220）＋ta℃未満

200℃以上

0.17MPa以下（1.7kgf/cm2以下）

－

18V以下

－

状 態 TAC4
端子記号設　定　値

警報 停止

表示灯 ベ　ル 機　関

CN3A－8

CN5－9

CN5－1

CN5－10

CN5－2

CN5－13

CN5－5

CN5－14

CN5－11
ta：吸気温度　　EGT0：起動直前の排気温度

AT1800（S）,AT2900
AT360（S）,AT600（S）,AT900（S）

■1軸式 起動・停止タイミングチャート（TAC4）

100
90

50
60

出
力
軸
回
転
速
度

　（％）

ON

  ON

ON

ON

開

ON

開

準 備 完 了

ス タ ー タ

エアアシストポンプ

点 火 栓

燃 料 遮 断 弁

燃料フィードポンプ

規 定 速 度

5 0 ％ 速 度

　 5 ％ 速 度

パッケージファン

燃 料 逃 し 弁

100

5

ポ
ン
プ
回
転
速
度

　（％）

起動指令 クラッチ嵌合指令 クラッチ嵌脱

注1） 時限は盤内のタイマー設定による。

クラッチ嵌合完了 停止指令
エンジン停止

停止指令解除

負荷運転40秒以内

無負荷運転
注1） 180秒

6秒以上

CN4－1,9

CN3A－10

CN3A－11

CN3B－2

CN3A－12

CN3B－1

CN4－15,16

CN4－6,14

CN4－4,12

CN4－2,10

CN3A－3

TAC4端子

※
エンジン停止
約150秒（AT360（S）,AT600（S））
約200秒（AT900（S）,AT1800（S）,
　　　　　AT2900）

停止確認
180秒（AT360（S）,AT600（S））
300秒（AT900（S）,AT1800（S）,
　　　　AT2900）
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H
1

H
2

H
4

H
3
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回転方向

H
5

換気

吸気

フロー
ティング軸

排気

2次
消音器へ

L4 L5

200L3L1 L2

1軸式ガスタービン
Single Shaft GT
1軸式ガスタービン
Single Shaft GT

■ユニット主要目

※1 メーカー標準条件は、大気圧力995hPa、周囲温度-5～40℃の場合です。
※2 揚排水基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度-5～37℃の場合です。
※3 燃料消費率は上記数値の＋5%以内とします。

1500
出力軸側より見て左
単純開放一軸式
一段遠心式
単筒缶形
二段軸流式

灯油・軽油・A重油
合成基油

セルモータによる電気式
強制潤滑油注油式

パッケージファンによる空冷式

90（標準）
90（標準）

平行平歯車（2段減速） 遊星・平行平歯車各1段減速
構 造

使用燃料油
使用潤滑油
起動方式
潤滑方式
冷却方式
乾燥質量（ガスタービン本体）

燃料消費率*1

回転速度

回転方向
型　式

定格出力

項　目
形 式

ユニット質量（排気消音器を除く）

主軸
出力軸

圧縮機
燃焼器
タービン
減速機

パッケージ機側（1m）
排気消音器出口（1m）

メーカー標準*1
揚排水基準*2

騒 音

駆

動

ユ
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ッ

ト
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ス
タ
ー
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ン
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206 243 320 700 1400405
391

533
505

633
612

802
783

1066
1010

1269
1224

1588
1550

1938
1875

2358
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48184 39783 31200 28714 3120031200 28714 28714

5600

14060
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3650
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4800
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455
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451
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436
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409
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414
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395
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－
－
－
－
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－
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－
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kg
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●各寸法

L1
L2
L3
L4
L5
B1
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H1
H2
H3
H4
H5

記号
機種

単位：mm

AT360(S)

500
150
2100
2750
500
545
1230
637
1330
400
550
2560

AT600(S)

650
450
2600
3700
500
755
1400
767
1360
500
500
2810

AT900(S)

580
300
3470
4350
500
648
1560
816
1435
750
575
3240

AT1200E(S)

850
300
3570
4720
500
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816
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900
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3260

AT1800(S)
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3800
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2000
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3660
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2000
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1200
300
4200
5700
600
1167
2600
1180
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2700
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1000
5210

■保安警報
ガスタービンの起動・運転・停止を
コントロールする制御装置TAC4
は、与えられた条件（たとえば「起
動立上り中」とか「運転中」など）
に応じて、潤滑油温・油圧、排気温
度、タービン回転数がつねに正し
い範囲内にあることを監視し、装
置の運転を保護しています。
万一不具合が生じた場合は表示
灯出力を出し、重故障の場合には
自動的にタービンを停止させます。
（標準保安項目は表を参照してください）

●保護装置一覧表

（TAC故障時のバックアップ装置としてリレーシーケンスによる緊急操作盤を用意しております。（オプション））
（※）はAT360（S）、AT600（S）を示します。

項 目

起動渋滞

過速度

排温上昇

排温低下

油温上昇

油圧低下

制御系異常

TAC電源低下

非常停止

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

40秒以上

109±1％以上

820℃以上、580（※598）＋0.92×ta℃以上

EGTo＋50℃未満、190（※220）＋ta℃未満

200℃以上

0.17MPa以下（1.7kgf/cm2以下）

－

18V以下

－

状 態 TAC4
端子記号設　定　値

警報 停止

表示灯 ベ　ル 機　関

CN3A－8

CN5－9

CN5－1

CN5－10

CN5－2

CN5－13

CN5－5

CN5－14

CN5－11
ta：吸気温度　　EGT0：起動直前の排気温度

AT1800（S）,AT2900
AT360（S）,AT600（S）,AT900（S）

■1軸式 起動・停止タイミングチャート（TAC4）

100
90

50
60

出
力
軸
回
転
速
度

　（％）

ON

  ON

ON

ON

開

ON

開

準 備 完 了

ス タ ー タ

エアアシストポンプ

点 火 栓

燃 料 遮 断 弁

燃料フィードポンプ

規 定 速 度

5 0 ％ 速 度

　 5 ％ 速 度

パッケージファン

燃 料 逃 し 弁

100

5

ポ
ン
プ
回
転
速
度

　（％）

起動指令 クラッチ嵌合指令 クラッチ嵌脱

注1） 時限は盤内のタイマー設定による。

クラッチ嵌合完了 停止指令
エンジン停止

停止指令解除

負荷運転40秒以内

無負荷運転
注1） 180秒

6秒以上

CN4－1,9

CN3A－10

CN3A－11

CN3B－2

CN3A－12

CN3B－1

CN4－15,16

CN4－6,14

CN4－4,12

CN4－2,10

CN3A－3

TAC4端子

※
エンジン停止
約150秒（AT360（S）,AT600（S））
約200秒（AT900（S）,AT1800（S）,
　　　　　AT2900）

停止確認
180秒（AT360（S）,AT600（S））
300秒（AT900（S）,AT1800（S）,
　　　　AT2900）
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AT1200E（S）,AT2400E（S）,AT3600ES

■保安警報
ガスタービンの起動・運転・停止を
コントロールする制御装置TAC4
は、与えられた条件（たとえば「起
動立上り中」とか「運転中」など）
に応じて、潤滑油温・油圧、排気温
度、タービン回転数がつねに正し
い範囲内にあることを監視し、装
置の運転を保護しています。
万一不具合が生じた場合は表示
灯出力を出し、重故障の場合には
自動的にタービンを停止させます。
（標準保安項目は表を参照してください）

●保護装置一覧表

ta：吸気温度　　EGT0：起動直前の排気温度

項 目

起動渋滞

過速度

排温上昇

排温低下

油温上昇

油圧低下

制御系異常

TAC電源低下

非常停止

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

40秒以上

109±1％以上

820℃以上、580＋0.92×ta℃以上

EGTo＋50℃未満、190＋ta℃未満

200℃以上

0.17MPa以下（1.7kgf/cm2以下）

－

18V以下

－

状 態 TAC4
端子記号設　定　値

警報 停止

表示灯 ベ　ル 機　関

CN3A－8

CN5－9

CN5－1

CN5－10

CN5－2

CN5－13

CN5－5

CN5－14

CN5－11

ON

■1軸式 起動・停止タイミングチャート（TAC4）

100
90

50
60

20
10～18%

出
力
軸
回
転
速
度

　（％）

ON

  

ON

ON

ON

ON

ON

開

ON

開

準 備 完 了

スタータ（1）

スタータ（2）

エアアシストポンプ

点 火 栓

燃 料 遮 断 弁

燃 料 制 限 弁

燃料フィードポンプ

規 定 速 度

5 0 ％ 速 度

　 5 ％ 速 度

パッケージファン

燃 料 逃 し 弁

100

5

ポ
ン
プ
回
転
速
度

　（％）

起動指令
注1） 時限は盤内のタイマー設定による。

クラッチ嵌合指令 クラッチ嵌脱
クラッチ嵌合完了 停止指令

エンジン停止
停止指令解除

負荷運転 エンジン停止
約250秒

6秒以上

CN4－1,9

CN3A－10

CN3A－14

CN3A－11

CN3B－2

CN3A－12

CN3A－16

CN3B－1

CN4－15,16

CN4－6,14

CN4－4,12

CN4－2,10

CN3A－3

TAC4端子

無負荷運転
注1） 180秒

停止確認
300秒

40秒以内

■ユニット主要目

●各寸法

L1
L2
L3
B1
B2
B3
B4
B5
H1
H2
H3
H4

記号
機種 AT6T

単位：mm

■外形寸法図

定格出力*1
燃料消費率*2

回転速度

回転方向
型　式

構　造

使用燃料油
使用潤滑油
起動方式
潤滑方式
冷却方式
乾燥質量（ガスタービン本体）

項　目
形　式

ユニット質量（排気消音器を除く）

ガス発生機
出力タービン
出力軸

圧縮機
燃焼器
圧縮機タービン
出力タービン
減速機

パッケージ機側（1m）
排気消音器出口（1m）

騒　音

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

368
470
39390
25160

780～1200

1400

3750

AT6T

603
458
31200
22364

650～1000

2000

5350

AT9T単 位
kW
g/kWh
min-1

min-1

min-1

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
kg
dB（A）
dB（A）
kg

※1 メーカー標準条件は、大気圧力995hPa、周囲温度-5～40℃の場合です。
※2 揚排水基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度-5～37℃の場合です。
※3 燃料消費率は上記数値の＋5%以内とします。

2900
1000
180
700
1600
350
600
2550
930
2310
450
3550

AT9T

3200
1200
220
750
1850
350
700
2900
855
2760
500
3900

換気

吸気

出力軸

排気

二次
消音器へ

L1 L3

L2

B5
B2 B3 B4

B1

H
1

H
2

H
4

H
3

回転方向

出力軸側より見て左（標準）または右（オプション）
単純開放サイクル 2軸式

1段遠心式
単筒缶形
2段軸流式
1段軸流式

平行平歯車 2段減速
灯油・軽油・A重油
合成基油

セルモータによる電気式
強制潤滑油注油式

パッケージファンによる空冷式

90（標準）
90（標準）
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AT1200E（S）,AT2400E（S）,AT3600ES

■保安警報
ガスタービンの起動・運転・停止を
コントロールする制御装置TAC4
は、与えられた条件（たとえば「起
動立上り中」とか「運転中」など）
に応じて、潤滑油温・油圧、排気温
度、タービン回転数がつねに正し
い範囲内にあることを監視し、装
置の運転を保護しています。
万一不具合が生じた場合は表示
灯出力を出し、重故障の場合には
自動的にタービンを停止させます。
（標準保安項目は表を参照してください）

●保護装置一覧表

ta：吸気温度　　EGT0：起動直前の排気温度

項 目

起動渋滞

過速度

排温上昇

排温低下

油温上昇

油圧低下

制御系異常

TAC電源低下

非常停止

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

40秒以上

109±1％以上

820℃以上、580＋0.92×ta℃以上

EGTo＋50℃未満、190＋ta℃未満

200℃以上

0.17MPa以下（1.7kgf/cm2以下）

－

18V以下

－

状 態 TAC4
端子記号設　定　値

警報 停止

表示灯 ベ　ル 機　関

CN3A－8

CN5－9

CN5－1

CN5－10

CN5－2

CN5－13

CN5－5

CN5－14

CN5－11

ON

■1軸式 起動・停止タイミングチャート（TAC4）

100
90

50
60

20
10～18%

出
力
軸
回
転
速
度

　（％）

ON

  

ON

ON

ON

ON

ON

開

ON

開

準 備 完 了

スタータ（1）

スタータ（2）

エアアシストポンプ

点 火 栓

燃 料 遮 断 弁

燃 料 制 限 弁

燃料フィードポンプ

規 定 速 度

5 0 ％ 速 度

　 5 ％ 速 度

パッケージファン

燃 料 逃 し 弁

100

5

ポ
ン
プ
回
転
速
度

　（％）

起動指令
注1） 時限は盤内のタイマー設定による。

クラッチ嵌合指令 クラッチ嵌脱
クラッチ嵌合完了 停止指令

エンジン停止
停止指令解除

負荷運転 エンジン停止
約250秒

6秒以上

CN4－1,9

CN3A－10

CN3A－14

CN3A－11

CN3B－2

CN3A－12

CN3A－16

CN3B－1

CN4－15,16

CN4－6,14

CN4－4,12

CN4－2,10

CN3A－3

TAC4端子

無負荷運転
注1） 180秒

停止確認
300秒

40秒以内

■ユニット主要目

●各寸法

L1
L2
L3
B1
B2
B3
B4
B5
H1
H2
H3
H4

記号
機種 AT6T

単位：mm

■外形寸法図

定格出力*1
燃料消費率*2

回転速度

回転方向
型　式

構　造

使用燃料油
使用潤滑油
起動方式
潤滑方式
冷却方式
乾燥質量（ガスタービン本体）

項　目
形　式

ユニット質量（排気消音器を除く）

ガス発生機
出力タービン
出力軸

圧縮機
燃焼器
圧縮機タービン
出力タービン
減速機

パッケージ機側（1m）
排気消音器出口（1m）

騒　音

駆

動

ユ

ニ

ッ

ト

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

368
470
39390
25160

780～1200

1400

3750

AT6T

603
458
31200
22364

650～1000

2000

5350

AT9T単 位
kW
g/kWh
min-1

min-1

min-1

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
kg
dB（A）
dB（A）
kg

※1 メーカー標準条件は、大気圧力995hPa、周囲温度-5～40℃の場合です。
※2 揚排水基準条件は、大気圧力920hPa、周囲温度-5～37℃の場合です。
※3 燃料消費率は上記数値の＋5%以内とします。

2900
1000
180
700
1600
350
600
2550
930
2310
450
3550

AT9T

3200
1200
220
750
1850
350
700
2900
855
2760
500
3900

換気

吸気

出力軸

排気

二次
消音器へ

L1 L3

L2

B5
B2 B3 B4

B1

H
1

H
2

H
4

H
3

回転方向

出力軸側より見て左（標準）または右（オプション）
単純開放サイクル 2軸式

1段遠心式
単筒缶形
2段軸流式
1段軸流式

平行平歯車 2段減速
灯油・軽油・A重油
合成基油

セルモータによる電気式
強制潤滑油注油式

パッケージファンによる空冷式

90（標準）
90（標準）
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換
気
量

■保安警報
ガスタービンの起動・運転・停止を
コントロールする制御装置TAC4
は、与えられた条件（たとえば「起
動立上り中」とか「運転中」など）
に応じて、潤滑油温・油圧、排気温
度、タービン回転数がつねに正し
い範囲内にあることを監視し、装
置の運転を保護しています。
万一不具合が生じた場合は表示
灯出力を出し、重故障の場合には
自動的にタービンを停止させます。
（標準保安項目は表を参照してください）

ta：吸気温度　　EGT0：起動直前の排気温度　　GG：圧縮機回転速度　　PT：出力軸回転速度

■2軸式 起動・停止タイミングチャート（TAC4）

エンジン停止エンジン停止
約210秒（AT6T）
約330秒（AT9T）
約210秒（AT6T）
約330秒（AT9T）

停止確認
約240秒（AT6T）
約360秒（AT9T）
約240秒（AT6T）
約360秒（AT9T）

※ 定格出力軸回転速度（AT6T：1200min-1、AT9T：1000min-1）時の値

圧
縮
機
回
転
速
度

　（％）

※
出
力
軸
回
転
速
度

　（％）

準 備 完 了

ス タ ー タ

エアアシストポンプ

点 火 栓

燃 料 遮 断 弁

燃料フィードポンプ

規 定 速 度

5 0 ％ 速 度

　 5 ％ 速 度

パッケージファン

燃 料 逃 し 弁

45秒以内45秒以内

TAC4端子

起動渋滞 45秒以上

109＋1％以上

820℃以上、610＋（0.92×ta）℃以上

EGTo＋50℃未満、140＋ta℃未満

200℃以上

0.17MPa以下（1.7kgf/cm2以下）

－

18V以下

GG65％以下10秒、PT60％以下10秒、GG55％以下

－

TAC4
端子記号

屋内設置時の換気量

換気図（屋内形・完全単独排気方式）

1軸式ガスタービン給換気量モデル

2.吸入空気量・排気量

AT3600ES

2321

565

447

1281

AT2900

1890

570

444

1089

AT2400ES

1547

565

318

854

AT2400E

1494

525

318

862

AT1800S

1231

540

296

732

AT1800

1164

480

296

742

AT1200ES

774

565

192

457

AT1200E

747

525

192

461

AT900S

616

540

148

366

AT900

580

480

148

370

AT600S

432

610

104

244

AT600

408

540

104

248

AT360S

261

570

71

159

AT360

246

520

71

159

単 位

ｍ3/min

℃

ｍ3/min

ｍ3/min

VE：ガスタービン排気量

tE：排気温度

Vp：装置換気排気量

Vi：ポンプ室総吸入空気量

完全単独排気方式　標準消音器、標準排気管径で室内配管長さ合計□m、断熱巻きは消音器・排気管共□㎜、外気温度35℃の場合とします。755

1.装置所要空気量
AT3600ES

2404

867

270

165

1302

AT2900

1938

702

270

135

1107

AT2400ES

1603

578

180

110

868

AT2400E

1400

586

180

110

876

AT1800S

1269

474

180

90

744

AT1800

1066

484

180

90

754

AT1200ES

802

289

120

55

464

AT1200E

700

293

120

55

468

AT900S

633

237

90

45

372

AT900

533

241

90

45

376

AT600S

405

153

60

35

248

AT600

320

157

60

35

252

AT360S

243

97

40

25

162

AT360

206

97

40

25

162

単 位

kW

ｍ3/min

ｍ3/min

ｍ3/min

ｍ3/min

定格出力

V1：ガスタービン燃焼用空気量

V2：オイルクーラ冷却用空気量

V3：ガスタービン冷却用空気量

VT：装置所要総空気量

装置吸入空気温度40℃、気圧99.5kPa（746㎜Hg）〈高度150m相当〉、吸気損失0.98kPa（100㎜Aq）、排気損失2.94kPa（300㎜Aq）とします。

2軸式ガスタービン給換気量モデル
1.装置所要空気量

AT9T

603

241

90

70

401

AT6T

368

142

65

55

262

単 位

kW

ｍ3/min

ｍ3/min

ｍ3/min

ｍ3/min

定格出力

V1：ガスタービン燃焼用空気量

V2：オイルクーラ冷却用空気量

V3：ガスタービン冷却用空気量

VT：装置所要総空気量

装置吸入空気温度40℃、気圧99.5kPa（746㎜Hg）〈高度150m相当〉
吸気損失0.98kPa（100㎜Aq）、排気損失2.94kPa（300㎜Aq）とします。

2.吸入空気量・排気量

AT9T

649

570

175

395

AT6T

396

600

132

258

単 位

ｍ3/min

℃

ｍ3/min

ｍ3/min

VE：ガスタービン排気量

tE：排気温度

Vp：装置換気排気量

Vi：ポンプ室総吸入空気量

Vp：装置換気排気量（換気排気温度 tp：70℃）
Vi：ポンプ室総吸入空気量（外気温度ｔ1：35℃）

完全単独排気方式　標準消音器、標準排気管径で室内配管長さ合計□m
　　　　　　　　　断熱巻きは消音器・排気管共□㎜、外気温度35℃の場合とします。75

5

オイルクーラ冷却用空気量

ガスタービン冷却用空気量

一般的に（D）（E）の換気量は（A）（B）（C）にくらべてきわめて少
ないため、（A）（B）（C）だけを考えれば十分です。
吸気量は（A）（B）（C）を合計したもので、吸気口ダクト径は室内
がマイナス0.05kPa（5mmAq）以下にならないようにし、これ
以下になる場合は送風ファン等が必要です。ただし、外気に面し
ている所に設置する場合は不要です。排気は独立した排気煙道
を通して外部に放出します。下記に提示している換気量は、室内
温度上昇を10℃以内におさえたものであり、この数値を基準に
してください。
※詳細は当社にお問い合せ下さい。

<排気ダクト＞
吸気ダクトと排気ダクトによる吸排気損失は［ダクト直管部摩擦
損失］［ダクト曲りによる曲り損失］［ダクト拡がり損失］［ダクト端
部の吹出し損失］の合計となります。この損失が、規定の値より充
分低いことを確認する必要があります。
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■保安警報
ガスタービンの起動・運転・停止を
コントロールする制御装置TAC4
は、与えられた条件（たとえば「起
動立上り中」とか「運転中」など）
に応じて、潤滑油温・油圧、排気温
度、タービン回転数がつねに正し
い範囲内にあることを監視し、装
置の運転を保護しています。
万一不具合が生じた場合は表示
灯出力を出し、重故障の場合には
自動的にタービンを停止させます。
（標準保安項目は表を参照してください）

ta：吸気温度　　EGT0：起動直前の排気温度　　GG：圧縮機回転速度　　PT：出力軸回転速度

■2軸式 起動・停止タイミングチャート（TAC4）

エンジン停止エンジン停止
約210秒（AT6T）
約330秒（AT9T）
約210秒（AT6T）
約330秒（AT9T）

停止確認
約240秒（AT6T）
約360秒（AT9T）
約240秒（AT6T）
約360秒（AT9T）

※ 定格出力軸回転速度（AT6T：1200min-1、AT9T：1000min-1）時の値

圧
縮
機
回
転
速
度

　（％）

※
出
力
軸
回
転
速
度

　（％）

準 備 完 了

ス タ ー タ

エアアシストポンプ

点 火 栓

燃 料 遮 断 弁

燃料フィードポンプ

規 定 速 度

5 0 ％ 速 度

　 5 ％ 速 度

パッケージファン

燃 料 逃 し 弁

45秒以内45秒以内

TAC4端子

起動渋滞 45秒以上

109＋1％以上

820℃以上、610＋（0.92×ta）℃以上

EGTo＋50℃未満、140＋ta℃未満

200℃以上

0.17MPa以下（1.7kgf/cm2以下）

－

18V以下

GG65％以下10秒、PT60％以下10秒、GG55％以下

－

TAC4
端子記号

屋内設置時の換気量

換気図（屋内形・完全単独排気方式）

1軸式ガスタービン給換気量モデル

2.吸入空気量・排気量

AT3600ES

2321

565

447

1281

AT2900

1890

570

444

1089

AT2400ES

1547

565

318

854

AT2400E

1494

525

318

862

AT1800S

1231

540

296

732

AT1800

1164

480

296

742

AT1200ES

774

565

192

457

AT1200E

747

525

192

461

AT900S

616

540

148

366

AT900

580

480

148

370

AT600S

432

610

104

244

AT600

408

540

104

248

AT360S

261

570

71

159

AT360

246

520

71

159

単 位

ｍ3/min

℃

ｍ3/min

ｍ3/min

VE：ガスタービン排気量

tE：排気温度

Vp：装置換気排気量

Vi：ポンプ室総吸入空気量

完全単独排気方式　標準消音器、標準排気管径で室内配管長さ合計□m、断熱巻きは消音器・排気管共□㎜、外気温度35℃の場合とします。755

1.装置所要空気量
AT3600ES

2404

867

270

165

1302

AT2900

1938

702

270

135

1107

AT2400ES

1603

578

180

110

868

AT2400E

1400

586

180

110

876

AT1800S

1269

474

180

90

744

AT1800

1066

484

180

90

754
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289

120

55

464

AT1200E
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293

120

55

468
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237

90

45
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AT900
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241

90
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376
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60
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248
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60

35
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40
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40
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単 位

kW
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ｍ3/min

ｍ3/min

ｍ3/min
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V1：ガスタービン燃焼用空気量

V2：オイルクーラ冷却用空気量

V3：ガスタービン冷却用空気量

VT：装置所要総空気量

装置吸入空気温度40℃、気圧99.5kPa（746㎜Hg）〈高度150m相当〉、吸気損失0.98kPa（100㎜Aq）、排気損失2.94kPa（300㎜Aq）とします。

2軸式ガスタービン給換気量モデル
1.装置所要空気量
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241
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AT6T
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65
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262

単 位

kW

ｍ3/min

ｍ3/min

ｍ3/min

ｍ3/min
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V1：ガスタービン燃焼用空気量

V2：オイルクーラ冷却用空気量

V3：ガスタービン冷却用空気量

VT：装置所要総空気量

装置吸入空気温度40℃、気圧99.5kPa（746㎜Hg）〈高度150m相当〉
吸気損失0.98kPa（100㎜Aq）、排気損失2.94kPa（300㎜Aq）とします。

2.吸入空気量・排気量

AT9T
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570
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AT6T
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600

132

258

単 位

ｍ3/min

℃

ｍ3/min

ｍ3/min

VE：ガスタービン排気量

tE：排気温度

Vp：装置換気排気量

Vi：ポンプ室総吸入空気量

Vp：装置換気排気量（換気排気温度 tp：70℃）
Vi：ポンプ室総吸入空気量（外気温度ｔ1：35℃）

完全単独排気方式　標準消音器、標準排気管径で室内配管長さ合計□m
　　　　　　　　　断熱巻きは消音器・排気管共□㎜、外気温度35℃の場合とします。75
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ガスタービン冷却用空気量

一般的に（D）（E）の換気量は（A）（B）（C）にくらべてきわめて少
ないため、（A）（B）（C）だけを考えれば十分です。
吸気量は（A）（B）（C）を合計したもので、吸気口ダクト径は室内
がマイナス0.05kPa（5mmAq）以下にならないようにし、これ
以下になる場合は送風ファン等が必要です。ただし、外気に面し
ている所に設置する場合は不要です。排気は独立した排気煙道
を通して外部に放出します。下記に提示している換気量は、室内
温度上昇を10℃以内におさえたものであり、この数値を基準に
してください。
※詳細は当社にお問い合せ下さい。

<排気ダクト＞
吸気ダクトと排気ダクトによる吸排気損失は［ダクト直管部摩擦
損失］［ダクト曲りによる曲り損失］［ダクト拡がり損失］［ダクト端
部の吹出し損失］の合計となります。この損失が、規定の値より充
分低いことを確認する必要があります。
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ガスタービンの燃料としては、A重油、軽油、灯油が使用されます。いずれの場合も燃料タンクの設置に関して
は、消防法をはじめ消防関係法令、危険物に関する都道府県または市町村条例の適用を受けますので、十分注
意する必要があります。

390
490
950
1,000
1,500
1,950

容量（L）
910
900
1,130
1,130
1,380
1,800

A
650
750
1,000
1,000
1,000
1,000

B
燃 料 小 出 槽

785
860
985
1,035
1,260
1,255

C
190
210
320
330
415
490

質量（kg）

単位：mm

単位：mm

※上記以外の容量は、個別にご照会ください。

390
490
950
1,000

1,500

1,950

容量（L）
1,030
1,020

1,250

1,500
1,670
1,920
1,920

D
770
870

1,120

1,120
1,170
1,120
1,220

E
架 　 台

1,500
1,800
1,500
1,800

F
255/270
265/280

320/355

350
395
400
435

質量（kg）

1500

～

1800

1950
5000
10000
15000
18000

容量（L）
記号

1360
1700
2200
2200
2500

D
（内径）

1420
2350
2850
4250
3950

H
（胴高さ）

125
155
200
200
220

h
（頂高さ）

1545
2505
3850
5375
4900

TH
（全高さ）

3.2
4.5
4.5
4.5
4.5

側板
厚さ（t）

3.2
3.2
4.5
4.5
4.5

頂板
厚さ（t）

4.5
4.5
6.0
6.0
6.0

底板
厚さ（t）

主燃料槽の寸法 単位：mm

1950
5000
10000
15000
18000

容量（L）
記号

1700
2000
2500
2500
2800

A
（基礎部）

2400
3500
4400
5200
5300

B
（内部矩）

500
500
600
650
750

C
（堤高さ）

防油堤の寸法 単位：mm

TO-10
TO-15
TO-20
TO-25
TO-30

記号

10000
15000
20000
25000
30000

容量
（L）

1600
1800
1900
2000
2200

D

9.0
9.0
9.0
9.0
9.0

T

65
65
80
80
80

注
油
口

32
32
32
32
32

計
量
口

32
32
40
40
40

送
油
口

50
50
65
65
65

返
油
口

32
50
50
50
50

通
気
口

40
40
40
40
40

除
水
口

5200
6000
7200
8200
8200

L1

5893
6770
8010
9010
9050

L2
（参考寸法）

主燃料槽の寸法 単位：mm

TO-10
TO-15
TO-20
TO-25
TO-30

記号

7150
8000
9250
10250
10300

L

2850
3050
3150
3250
3450

W

2700
2900
3000
3100
3300

H

タンク室の寸法 単位：mm

〔備考〕（1）
（2）

形状、寸法は、一例を示す。
「危険物の規制に関する政令」及び「危険物の規制に関する規則」により製作する。

〔備考〕（1）配筋は、短辺、長辺とも9φ又はD10－200＠ダブルとする。

■燃料小出槽
オイルサービスタンクは、鋼板製溶接加工とし、タンクには、給油管、返油管、送油管、排油管、通気管等の
接続口及び油面制御装置、油面計等の取付座を設け、次の付属品を備える。

鋼板製又はステンレス製とし、特記なき場合は、
鋼板製とする。
なお、寸法等は標準図※（発電5）による。
溶接加工とし、鋼板製にあっては、外面はさび止め
ペイント2回塗りのうえ、調合ペイント2回塗りを行う。
油面検出装置を設ける。油面検出装置は、フロー
トスイッチ等とし、防爆構造のものとする。
次のものを備える。
i）油面計（フロート式）
ii）点検口
iii）金属製はしご
給油管、送油管、オーバーフロー管、ドレン管、
通気管等必要な配管接続口を設ける。
標準図※（発電5）による架台を設ける。

（イ）

（ロ）

（ハ）

（ニ）

（ホ）

（ヘ）
※公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）参照

槽固定用
山形鋼(全周)

ガセットプレート4.5t
(ボルト締め又は溶接)

D

E

F

C

A

B

〔備考〕槽の固定方法、補強鋼材方法等は、一例を示す。

■防油堤の構造
防油堤の高さは、0.2m以上1.6m以下とし、燃料タンク
側板から0.5m以上及び架台全高の1/5以上離隔して
設ける。厚さは100mm以上とし、内面はモルタル等に
よる防水処理を行う。

Ｈ

L W

■燃料移送ポンプ
燃料移送ポンプは、電動機と軸直結又は、軸継手を直結したうず流ポンプとするか、電動機直結若しくはベルト
駆動の歯車ポンプとし、騒音が少なく、油漏れのない構造とする。また、電動機及び塗装は、製造者の標準仕様
とする。

0.4
0.75
1.5
2.2
3.7

電動機出力（kW）

444
496
581
630
700

長さL

222
257
281
286
302

巾W

335
345
415
425
490

高さH

25
36
55
74
95

質量（kg）

単位：mm

H

燃料小出槽

ガスタービン

AT360（S）
AT600（S）
AT900（S）
AT1200E（S）
AT1800（S）
AT2400E（S）
AT2900
AT3600ES
AT6T・9T

機種
1300
1150

1650

1950

2150

1550

最低H〔mm〕
5000
5000

5000

5000

5000

5000

最高H〔mm〕

単位：mm
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ガスタービンの燃料としては、A重油、軽油、灯油が使用されます。いずれの場合も燃料タンクの設置に関して
は、消防法をはじめ消防関係法令、危険物に関する都道府県または市町村条例の適用を受けますので、十分注
意する必要があります。

390
490
950
1,000
1,500
1,950

容量（L）
910
900
1,130
1,130
1,380
1,800

A
650
750
1,000
1,000
1,000
1,000

B
燃 料 小 出 槽

785
860
985
1,035
1,260
1,255

C
190
210
320
330
415
490

質量（kg）

単位：mm

単位：mm

※上記以外の容量は、個別にご照会ください。

390
490
950
1,000

1,500

1,950

容量（L）
1,030
1,020

1,250

1,500
1,670
1,920
1,920

D
770
870

1,120

1,120
1,170
1,120
1,220

E
架 　 台

1,500
1,800
1,500
1,800

F
255/270
265/280

320/355

350
395
400
435

質量（kg）

1500

～

1800

1950
5000
10000
15000
18000

容量（L）
記号

1360
1700
2200
2200
2500

D
（内径）

1420
2350
2850
4250
3950

H
（胴高さ）

125
155
200
200
220

h
（頂高さ）

1545
2505
3850
5375
4900

TH
（全高さ）

3.2
4.5
4.5
4.5
4.5

側板
厚さ（t）

3.2
3.2
4.5
4.5
4.5

頂板
厚さ（t）

4.5
4.5
6.0
6.0
6.0

底板
厚さ（t）

主燃料槽の寸法 単位：mm

1950
5000
10000
15000
18000

容量（L）
記号

1700
2000
2500
2500
2800

A
（基礎部）

2400
3500
4400
5200
5300

B
（内部矩）

500
500
600
650
750

C
（堤高さ）

防油堤の寸法 単位：mm

TO-10
TO-15
TO-20
TO-25
TO-30

記号

10000
15000
20000
25000
30000

容量
（L）

1600
1800
1900
2000
2200

D

9.0
9.0
9.0
9.0
9.0

T

65
65
80
80
80

注
油
口

32
32
32
32
32

計
量
口

32
32
40
40
40

送
油
口

50
50
65
65
65

返
油
口

32
50
50
50
50

通
気
口

40
40
40
40
40

除
水
口

5200
6000
7200
8200
8200

L1

5893
6770
8010
9010
9050

L2
（参考寸法）

主燃料槽の寸法 単位：mm

TO-10
TO-15
TO-20
TO-25
TO-30

記号

7150
8000
9250
10250
10300

L

2850
3050
3150
3250
3450

W

2700
2900
3000
3100
3300

H

タンク室の寸法 単位：mm

〔備考〕（1）
（2）

形状、寸法は、一例を示す。
「危険物の規制に関する政令」及び「危険物の規制に関する規則」により製作する。

〔備考〕（1）配筋は、短辺、長辺とも9φ又はD10－200＠ダブルとする。

■燃料小出槽
オイルサービスタンクは、鋼板製溶接加工とし、タンクには、給油管、返油管、送油管、排油管、通気管等の
接続口及び油面制御装置、油面計等の取付座を設け、次の付属品を備える。

鋼板製又はステンレス製とし、特記なき場合は、
鋼板製とする。
なお、寸法等は標準図※（発電5）による。
溶接加工とし、鋼板製にあっては、外面はさび止め
ペイント2回塗りのうえ、調合ペイント2回塗りを行う。
油面検出装置を設ける。油面検出装置は、フロー
トスイッチ等とし、防爆構造のものとする。
次のものを備える。
i）油面計（フロート式）
ii）点検口
iii）金属製はしご
給油管、送油管、オーバーフロー管、ドレン管、
通気管等必要な配管接続口を設ける。
標準図※（発電5）による架台を設ける。

（イ）

（ロ）

（ハ）

（ニ）

（ホ）

（ヘ）
※公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）参照

槽固定用
山形鋼(全周)

ガセットプレート4.5t
(ボルト締め又は溶接)

D

E

F

C

A

B

〔備考〕槽の固定方法、補強鋼材方法等は、一例を示す。

■防油堤の構造
防油堤の高さは、0.2m以上1.6m以下とし、燃料タンク
側板から0.5m以上及び架台全高の1/5以上離隔して
設ける。厚さは100mm以上とし、内面はモルタル等に
よる防水処理を行う。

Ｈ

L W

■燃料移送ポンプ
燃料移送ポンプは、電動機と軸直結又は、軸継手を直結したうず流ポンプとするか、電動機直結若しくはベルト
駆動の歯車ポンプとし、騒音が少なく、油漏れのない構造とする。また、電動機及び塗装は、製造者の標準仕様
とする。

0.4
0.75
1.5
2.2
3.7

電動機出力（kW）

444
496
581
630
700

長さL

222
257
281
286
302

巾W

335
345
415
425
490

高さH

25
36
55
74
95

質量（kg）

単位：mm

H

燃料小出槽

ガスタービン

AT360（S）
AT600（S）
AT900（S）
AT1200E（S）
AT1800（S）
AT2400E（S）
AT2900
AT3600ES
AT6T・9T

機種
1300
1150

1650

1950

2150

1550

最低H〔mm〕
5000
5000

5000

5000

5000

5000

最高H〔mm〕

単位：mm
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（対応機種については以下表を参照）

■緊急操作盤（オプション）

1軸式ガスタービン
標準蓄電池容量（DC24V）

始動用
制御用
A
B

屋内形

標　準

外形寸法
（mm）

総質量（kg）

AT300(S) AT600(S) AT900(S) AT2900
MSE200 MSE300

MSE50

720 820

MSE600

1000600
1270

1000
1200

AT1800(S)
MSE1200

2000

2250

MSE600×3

2800

3230

項目 機種

2軸式ガスタービン

始動用
制御用
A
B

屋内形

標　準

外形寸法
（mm）

総質量（kg）

AT6T AT9T

MSE50

600
820

800
1200

1060

MSE500MSE300
項目 機種

※1.始動蓄電池は、5回以上始動可能な容量です。
　2.標準は周囲温度が＋5～＋40℃の場合を示します。周囲温度が＋5～－25℃ではヒータ付とします。
　3.盤面配置・盤構成は一例を示します。

標準蓄電池容量（DC48V）
1軸式ガスタービン

始動用
制御用
A
B

屋内形

標　準

外形寸法
（mm）

総質量（kg）

AT1200E(S) AT3600ES
MSE300

MSE50（DC24V）

1620
1200

1600

AT2400E(S)
MSE300×2

2600

2740

項目 機種

75

70

65

60

2000

2500

3800

5050

騒音
dB(A) L

□1050

□1100

□1250

□1300

C

550A

D1

650A

700A

750A

800A

D2

1145

1次

845

1135

1880

2630

2次
質量(kg)
（単位：mm）

90

85

80

600

800

1050

騒音
dB(A) B

3350

3550

3800

H

2975

3150

3375

h

500A

550A

600A

D

930

1145

1400

質量
(kg)

（単位：mm）

75

70

65

60

2100

2650

3950

5250

騒音
dB(A) L

□1250

□1300

□1350

□1400

C

700A

D1

750A

800A

900A

1000A

D2

1430

1次

1160

1500

2080

2960

2次
質量(kg)
（単位：mm）

90

85

80

700

900

1200

騒音
dB(A) B

3700

3900

4200

H

3275

3450

3725

h

600A

650A

700A

D

1230

1430

1880

質量
(kg)

（単位：mm）

緊急操作盤 対応表
対応可否

○

○

×
○

×
×

×
○

×
×

×
○

×
×

○

○

40秒再起動仕様

無

無

有
無

有
無

有
無

有
無

有
無

有
無

無

無

AT360（S）

AT600（S）

AT900（S）

AT1200E（S）

AT1800（S）

AT2400E（S）

AT2900

AT3600ES

AT6T

AT9T

機種

①1段型

②2段型

①1段型

②2段型
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A B

排
気
消
音
器

直
流
電
源
盤

（対応機種については以下表を参照）

■緊急操作盤（オプション）

1軸式ガスタービン
標準蓄電池容量（DC24V）

始動用
制御用
A
B

屋内形

標　準

外形寸法
（mm）

総質量（kg）

AT300(S) AT600(S) AT900(S) AT2900
MSE200 MSE300

MSE50

720 820

MSE600

1000600
1270

1000
1200

AT1800(S)
MSE1200

2000

2250

MSE600×3

2800

3230

項目 機種

2軸式ガスタービン

始動用
制御用
A
B

屋内形

標　準

外形寸法
（mm）

総質量（kg）

AT6T AT9T

MSE50

600
820

800
1200

1060

MSE500MSE300
項目 機種

※1.始動蓄電池は、5回以上始動可能な容量です。
　2.標準は周囲温度が＋5～＋40℃の場合を示します。周囲温度が＋5～－25℃ではヒータ付とします。
　3.盤面配置・盤構成は一例を示します。

標準蓄電池容量（DC48V）
1軸式ガスタービン

始動用
制御用
A
B

屋内形

標　準

外形寸法
（mm）

総質量（kg）

AT1200E(S) AT3600ES
MSE300

MSE50（DC24V）

1620
1200

1600

AT2400E(S)
MSE300×2

2600

2740

項目 機種

75

70

65

60

2000

2500

3800

5050

騒音
dB(A) L

□1050

□1100

□1250

□1300

C

550A

D1

650A

700A

750A

800A

D2

1145

1次

845

1135

1880

2630

2次
質量(kg)
（単位：mm）

90

85

80

600

800

1050

騒音
dB(A) B

3350

3550

3800

H

2975

3150

3375

h

500A

550A

600A

D

930

1145

1400

質量
(kg)

（単位：mm）

75

70

65

60

2100

2650

3950

5250

騒音
dB(A) L

□1250

□1300

□1350

□1400

C

700A

D1

750A

800A

900A

1000A

D2

1430

1次

1160

1500

2080

2960

2次
質量(kg)
（単位：mm）

90

85

80

700

900

1200

騒音
dB(A) B

3700

3900

4200

H

3275

3450

3725

h

600A

650A

700A

D

1230

1430

1880

質量
(kg)

（単位：mm）

緊急操作盤 対応表
対応可否

○

○

×
○

×
×

×
○

×
×

×
○

×
×

○

○

40秒再起動仕様

無

無

有
無

有
無

有
無

有
無

有
無

有
無

無

無

AT360（S）

AT600（S）

AT900（S）

AT1200E（S）

AT1800（S）

AT2400E（S）

AT2900

AT3600ES

AT6T

AT9T

機種

①1段型

②2段型

①1段型

②2段型



ポ
ン
プ
室

ポ
ン
プ
室

（単位：mm）
天井クレーン
形式
手動式

チェーンブロック

定格荷重
(t)
2
5
7.5
10
10
15
20

A

750
800
1400
1400
2100
2200
2200

F

400
600
300
400
50
250
400

手動式
トロリ形

電動式
ダブルレール
ホイスト形
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ポ
ン
プ
室

ポ
ン
プ
室

（単位：mm）
天井クレーン
形式
手動式

チェーンブロック

定格荷重
(t)
2
5
7.5
10
10
15
20

A

750
800
1400
1400
2100
2200
2200

F

400
600
300
400
50
250
400

手動式
トロリ形

電動式
ダブルレール
ホイスト形

53 54
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冷却水系統
Cooling Water Line
冷却水系統
Cooling Water Line 多彩なメリットが事業のフレキシブル性に貢献
原動機＝エンジンを円滑に運転するためには、運転中に冷却水を常時循環させ、水温を適温に保っておく必要が
あります。そのため、冷却水から余剰熱を取り去り、大気に放熱する必要があります。
冷却を大きく分類すると、エンジン本体のジャケット部と冷却器部（潤滑油と過給空気用）となります。これら熱
関係機器を配管にて連結し、エンジンの保護、冷却熱の回収を行うために、冷却水系統の設備が構成されます。

■冷却水系統
●1系統冷却方式
エンジン入口で冷却水を分流し出口にて合流し、同一の
冷却水が循環している方式です。高速の小中型機関に
採用されることが多くあります。
外部配管がシンプルで、配管工事費は低コストです。潤
滑油や給気の熱も回収でき、総合的な熱回収率は良く
なります。

●2系統冷却方式
エンジン本体の冷却と空気冷却器＋潤滑油冷却器の冷
却系統を分離し、それぞれの冷却水が循環している方式
です。中速の中大型機関に多く採用されます。
外部配管が少し複雑で、配管工事費はその分割高となり
ます。ジャケット側は中温、冷却器側は低温となります。

ポンプ駆動システムを連続運転するには、冷却熱を放熱す
る設備が必要です。機器の特性とコスト等を十分に把握し、
システム全体を考えた総合的な設計・計画を行います。

1・2系統冷却方式と水質レベル
管内クーラ、クーリングタワー、ラジエータで放熱

■代表的なシステム

●管内クーラ式
揚・排水を利用する設備で、多く採用されています。
●冷却水系統を簡素化する方式。
●大形原動機で長時間運転する場合には不経済。
〔注意〕法規により、市水を機関に直接配管することは許可さ

れません。必ず水槽を設ける必要があります。

ポンプ駆動システムでは、連焚運転時間の予定、冷却
水の消費などを考慮した冷却系統の設計が必要です。
また、冷却水質によって、それに適した冷却方式を計画
します。

●水槽循環式
屋内ポンプ室に設置される原動機で、機械室の床スラ
ブと建屋の基礎との空間を、水槽（蓄熱槽）として使用
します。
●市水の断水などがあっても運転可能。
（普通は連続運転時間により水槽容量を設計）
●冷却水消費が少なく経済的。
●長時間の運転を行なう場合には補給水が必要。
（温度調節弁にて一部冷却水を排出するため。）
〔参考〕クーリングタワー方式を併用する場合もあります。

●冷却塔方式
上水道や軟水器等の使用により良質な水源がある場
合は、次のような冷却システムを一般に採用します。
開放タイプの冷却塔では、大気に放熱する際に気化熱
として水を消費します。
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■推奨の水質基準と主な障害
項　　目

電 気 伝 導 率
－ mS/m

○

○

－

－

○

－

－

－

○

○

○

○

○

－

－

○

○

○

－

Ｐ 　 　 　 Ｈ

（25℃）

（25℃）

－ － 6.5～8.5

「陸用水冷ディーゼル機関の冷却用水質」
LES 3003-2013 （一社）日本陸用内燃機関協会

記　号 単　位 推奨値 内　　　　容
障害

腐　食 スケール

2-
4

＜40

全 　 硬 　 度 CaCO3 mg/L ＜100

Ｍアルカリ度 CaCO3 mg/L ＜100

塩化物イオン mg/L ＜50

○硫 酸 イ オ ン SO  mg/L ＜50

全 　 　 　 鉄 Fe mg/L ＜0.3

シ 　 リ 　 カシ 　 リ 　 カ SiO2 mg/L ＜50

蒸 発 残 留 物 － mg/L ＜400

アンモニウムイオン mg/L ＜0.1

水溶液中の水素イオン濃度を表す。
「中性PH＝7」「酸性PH＜7」「アルカリ性PH＞7」を判定する尺度と
して用いられる。酸性になると腐食、アルカリ性になるとスケール生成
を増す。
通常天然水ではPHは6～8である。

導電率が高いのは、電解質のイオン及び固形分が水中に多量に含んで
いることから、水の腐食性及びスケール生成を増す。

水中のCaイオン、Mgイオンの量をこれに対応する炭酸カルシウムの
mg/Lで表したものである。
全硬度が高いとスケール生成を増す。

水中の水酸化物、炭酸塩、重炭酸塩の形で含まれているアルカリ分全
部を対応する炭酸カルシウムのmg/Lで表わしたものである。
Mアルカリ度が高いとアルカリ分が溶存していることになるスケール
生成を増す。

水中の塩素イオンの含有量を示す。
塩素イオンが高いと腐食性を増す。
日本の水道水には10～40mg/L程度の塩素イオンが含まれている。

水中の硫酸イオンの含有量を示す。
硫酸イオンが高いと銅系統の腐食性となる。又、Caが多い場合、Ca2＋と
結合してCaSO4となりスケールの生成の増大となる。

水中の鉄分の含有量を示す。
0.3mg/Lを超えると沈殿物となって着色する。又、鉄分が多いとスケ
ール生成の要因となる。

水中のケイ酸の含有量を示す。
Ca、Mgと結合して硬質のスケールとなる。硬度の低い水においては
あまり問題とならない。

蒸発によって求めた不溶性物質の量。
溶解固形分が多いと電気伝導度が高く腐食も増す。

水中に溶存するアンモニウム塩中のアンモニウム基を指す。
冷却水温度上昇に伴い腐食速度増大。（腐食速度は大きくない）

注）表に示す項目は、機関に影響を与える主なものを示します。

C　-

+
4NH  

ラジエータ

ジャケット

上水道
膨張タンク

冷却器

エンジン

冷却水ポンプ

P

●別置ラジエータ方式
密閉回路式で水の消費が少なくてすみますが、高温と
なるため良質水の補充は必要です。なお、寒冷地で
は、不凍液を混入して凍結を防止できます。

●ラジエータ式
冷却水の補給が不便な場所で採用されます。
●冷却水配管が不用になる。
●冷却水消費がほとんどない。
●寒冷地では不凍液を使用できる。
〔留意〕●ラジエータファンによる排風および換気が必要
　　　  （ファンの排風は必ず屋外に出してください。）

ジャケット

熱交換器

上水道
膨張タンク

上水道

冷却器

エンジン
P

P

冷却塔

冷却水ポンプ

冷
却
水
系
統



冷
却
水
系
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冷却水系統
Cooling Water Line
冷却水系統
Cooling Water Line 多彩なメリットが事業のフレキシブル性に貢献
原動機＝エンジンを円滑に運転するためには、運転中に冷却水を常時循環させ、水温を適温に保っておく必要が
あります。そのため、冷却水から余剰熱を取り去り、大気に放熱する必要があります。
冷却を大きく分類すると、エンジン本体のジャケット部と冷却器部（潤滑油と過給空気用）となります。これら熱
関係機器を配管にて連結し、エンジンの保護、冷却熱の回収を行うために、冷却水系統の設備が構成されます。

■冷却水系統
●1系統冷却方式
エンジン入口で冷却水を分流し出口にて合流し、同一の
冷却水が循環している方式です。高速の小中型機関に
採用されることが多くあります。
外部配管がシンプルで、配管工事費は低コストです。潤
滑油や給気の熱も回収でき、総合的な熱回収率は良く
なります。

●2系統冷却方式
エンジン本体の冷却と空気冷却器＋潤滑油冷却器の冷
却系統を分離し、それぞれの冷却水が循環している方式
です。中速の中大型機関に多く採用されます。
外部配管が少し複雑で、配管工事費はその分割高となり
ます。ジャケット側は中温、冷却器側は低温となります。

ポンプ駆動システムを連続運転するには、冷却熱を放熱す
る設備が必要です。機器の特性とコスト等を十分に把握し、
システム全体を考えた総合的な設計・計画を行います。

1・2系統冷却方式と水質レベル
管内クーラ、クーリングタワー、ラジエータで放熱

■代表的なシステム

●管内クーラ式
揚・排水を利用する設備で、多く採用されています。
●冷却水系統を簡素化する方式。
●大形原動機で長時間運転する場合には不経済。
〔注意〕法規により、市水を機関に直接配管することは許可さ

れません。必ず水槽を設ける必要があります。

ポンプ駆動システムでは、連焚運転時間の予定、冷却
水の消費などを考慮した冷却系統の設計が必要です。
また、冷却水質によって、それに適した冷却方式を計画
します。

●水槽循環式
屋内ポンプ室に設置される原動機で、機械室の床スラ
ブと建屋の基礎との空間を、水槽（蓄熱槽）として使用
します。
●市水の断水などがあっても運転可能。
（普通は連続運転時間により水槽容量を設計）
●冷却水消費が少なく経済的。
●長時間の運転を行なう場合には補給水が必要。
（温度調節弁にて一部冷却水を排出するため。）
〔参考〕クーリングタワー方式を併用する場合もあります。

●冷却塔方式
上水道や軟水器等の使用により良質な水源がある場
合は、次のような冷却システムを一般に採用します。
開放タイプの冷却塔では、大気に放熱する際に気化熱
として水を消費します。
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■推奨の水質基準と主な障害
項　　目

電 気 伝 導 率
－ mS/m

○

○

－

－

○

－

－

－

○

○

○

○

○

－

－

○

○

○

－

Ｐ 　 　 　 Ｈ

（25℃）

（25℃）

－ － 6.5～8.5

「陸用水冷ディーゼル機関の冷却用水質」
LES 3003-2013 （一社）日本陸用内燃機関協会

記　号 単　位 推奨値 内　　　　容
障害
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2-
4
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Ｍアルカリ度 CaCO3 mg/L ＜100
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して用いられる。酸性になると腐食、アルカリ性になるとスケール生成
を増す。
通常天然水ではPHは6～8である。
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C　-

+
4NH  

ラジエータ

ジャケット

上水道
膨張タンク

冷却器

エンジン

冷却水ポンプ

P

●別置ラジエータ方式
密閉回路式で水の消費が少なくてすみますが、高温と
なるため良質水の補充は必要です。なお、寒冷地で
は、不凍液を混入して凍結を防止できます。

●ラジエータ式
冷却水の補給が不便な場所で採用されます。
●冷却水配管が不用になる。
●冷却水消費がほとんどない。
●寒冷地では不凍液を使用できる。
〔留意〕●ラジエータファンによる排風および換気が必要
　　　  （ファンの排風は必ず屋外に出してください。）

ジャケット

熱交換器

上水道
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上水道
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P

P

冷却塔

冷却水ポンプ
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統
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●燃料油の一般性状（参考）

57 58

屋外貯蔵槽の場合は、周囲状況や施設計画等によっ
て、地上貯蔵槽と地下貯蔵槽に分れます。燃料貯油槽
の容量は、施設での燃料使用量やタンクローリー車の
給油頻度あるいは季節変動等によって決めます。

施設全体は燃料貯油槽で賄われますが、機械室には専
用の燃料小出槽が設けられます。この燃料小出槽は、
原動機へ直接燃料を供給するためのものです。また、
この容量は、補給なしで駆動システムが2時間程度連
続して運転できるのを目安として採用します。

排気管は、できるだけ短く曲げ部分が少なくな
るように、据付場所と管経路を選定します。

原動機は、始動・停止時に大きく振動しますの
で、配管立上げ部に吸収用の撓み管を挿入し
ます。

排気管は、排気ガス温度によって伸縮しますの
で、原動機との接続部に無理な力がかからな
いように、排気管を吊下げ支持します。

排気管の熱膨張での伸びは、1m当り4～6 
mm程度あり、配管を固定する場合には、途中
に伸縮継手を挿入し、熱膨張を吸収させます。

原動機を複数台設置する場合は、原則として
別々の単独排気管とします。やむをえず合流
させる場合は、排気の逆流や干渉等がないよ
うに配慮が必要になります。

排気管は高温になるため、配管の材質を考慮
するほか、火災予防および室温の上昇を防ぐ
ため、十分な断熱施工を行います。

水の溜まるおそれのある箇所には、ドレン配管
を設置します。また、適切なドレン勾配をとる
ように配慮します。

燃料小出槽への補給は、その付属のレベルスイッチか
ら信号によって、自動的に燃料移送ポンプの運転・停
止が行われ、常に一定範囲の油量が確保されます。

燃料移送ポンプの供給容量は、一般に通常燃料消費量
の2～3倍のものとします。また、一般には手動式のウ
イングポンプが併設されます。

燃料貯油槽が機械室と遠い場合や、地下貯油槽の場
合には、燃料移送ポンプは機械室に設置せず、燃料貯
油槽の近くに設置しなければなりません。

原 動 機 一般背圧(Pa)
ディーゼル
エンジン
ガスタービン

小型クラス
中大型クラス

2450～3920
2450～3430
980～1470

V　＝　 Vｇ
3600  ×  A

15/4℃
｛228K/277K｝

JIS K2204
2号

JIS K2205
1種1号

JIS K2205
1種2号

JIS K2203
2号

42700
(10200)

42700
(10200)

42700
(10200)

43116
(10300)

2.5以上
(30℃)｛303K｝

20以下
(50℃)｛323K｝

20以下
(50℃)｛323K｝

〔社団法人陸用内燃機関協会（昭和63年2月）作成資料を引用〕

kJ/kg
(kcal/kg)

性

　
　
　
　状

軽　油 A重油 灯　油

参考規格

炭素分

水素分

硫黄分

酸素分

比重

セタン指数

動粘度

灰　分

水　分

窒素分

低位発熱量

85.5

14.0

0.001以下

0

0.83

45以上

0

0

0.005

86.2

13.5

0.5以下

0

0.85

45以上

0.01以下

0

0.020

質量比%

質量比%

質量比%

質量比%

－

cSt

質量比%

質量比%

質量比%

86.0

13.2

2.0以下

0

0.85

45以上

0.01以下

0

0.020

85.5

14.5

0.5以下

0

0.79

－

－

0

0

0.001
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●消防法関係申請等手続き一覧

●危険物の指定数量

■危険物に関する手続き

■燃料の貯蔵・取扱い
液体燃料を利用した設備は、一般に指定数量以上の燃料（危険物）を貯蔵または取扱うため、
貯蔵所、取扱所の設置（変更）許可申請等を行わなければなりません。

届出等名称

・危険物貯蔵所
　（取扱所）設置
　許可（変更）申請
　地下タンク貯蔵所
　一般取扱所
　屋内貯蔵所
　屋内タンク貯蔵所
　簡易タンク貯蔵所

・少量危険物の
　貯蔵取扱届出

分　類

第2石油類

第3石油類

・発電設備設置届出

提出先

市町村長等

市町村長等

所轄消防署

提出時期

工事着手前30日

工事着手前

設置工事開始前

関連法令

・消防法11条
・危政令6、7条
・危規則4、5条

・火災予防条例準則
　46条

・火災予防条例準則
 44条10号

備　　考

・1日の貯蔵取扱量が
　指定数量の1/5以上
　指定数量未満

・設備設置場所の図面
・設備のカタログ、説
　明書、承認図面等

提出者

設置者

設置者

設置者

（出典）（財）石油産業活性化センター「石油コージェネシステム」より抜粋

性　状

液　体

20℃で液体

引火点（℃）

21以上70未満

70以上200未満

指定数量（　）

1000

2000

例

灯油・軽油

重　油
×5本

×10本

指定数量以上
　灯油　　1000
　Ａ重油　2000

指定数量以上の場合 指定数量の1/5以上指定数量未満の場合

設置（変更）許可申請

危険物取扱主任者
選　任　届

《消防法令規制による》 《市区町村条例規制による》

（危険物貯蔵所設置許可申請書）

（危険物貯蔵所完成検査前検査中申請書）

（危険物貯蔵所完成検査申請書）

（水張検査または水圧検査に
　ついては、検査済証の交付）

軽油・灯油
A重油

1000　以上
2000　以上

審査・調査

許可証交付

工事着工

完成検査前検査申請

完成検査前検査

完成検査

基準適合通知

完成検査申請

完成検査済証交付

使用開始

完成検査

完成検査済証交付

使用開始

10日以上

届　　出
（少量危険物の貯蔵取扱届出書）

審　　査

受　　理

工事着工

7日以上

軽油・灯油
A重油

200　以上1000　未満
400　以上2000　未満
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☆届出について

上記条件に該当する場合は、工事着手の60日前までに所轄官公庁に届出を行うこと。
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月点検は、排水機場設備を常に運転可能な状態に維持すること
を目的とし、次に示す要領で実施する。
1）出水期には、原則として期間中月1回実施する。
2）非出水期には、原則として2～3ヶ月に1回実施する。なお法
令等により月毎に行う必要がある点検項目は別途実施。



指
針
の
規
定

点
検
・
整
備

65 66

月点検は、排水機場設備を常に運転可能な状態に維持すること
を目的とし、次に示す要領で実施する。
1）出水期には、原則として期間中月1回実施する。
2）非出水期には、原則として2～3ヶ月に1回実施する。なお法
令等により月毎に行う必要がある点検項目は別途実施。
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■ポンプ駆動設備のシステム

燃料供給

燃料タンク
油面センサ

放熱

冷却水

ラジエータ

原動機

セルモータ 油圧センサ

潤滑油の圧力
低下を検出

始動用
電源配線

水
温
上
昇
セ
ン
サ

排気音低下

消音器

排気

燃料の不足を検出

バッテリ

制御盤

制御基盤

始動用電源

水温

油面

油圧

始動渋滞を検出

出力伝達
減速機

エンジンの始動

メンテナンスメンテナンス
MaintenanceMaintenance
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発電設備の点検整備は、ヤンマーエネルギーシステム株式会社・販売会社と　　　　が対応します。
ご用命は各地区のヤンマーエネルギーシステム支社・支店・販売会社のサービス部門へ！
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電話:06-7636-2101　FAX:06-7739-8073

〒143-0006 東京都大田区平和島6丁目1番1号 東京流通センター センタービル4F
電話:03-6733-4237　FAX:03-5753-8771
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ヤンマーエネルギーシステム株式会社

https://www.yanmar.com/jp/

商品についてのご意見、ご質問は下記へ安全に関するご注意

● ご使用の際は、取扱説明書をよく

　 お読みのうえ、正しくお使いください。

● 無理な運転は商品の寿命を縮め、

　 故障・事故の原因となることがあります。

● 故障・事故を未然に防止するため、

　 定期点検は必ずおこなってください。

● 保証書は、ご購入の取扱い店で

　 必ずお受け取りください。

〒660-0811 兵庫県尼崎市常光寺1-1-4
YANMAR SYNERGY SQUARE
TEL.06-7739-8067　FAX.06-7636-1130

札幌支店

仙台支店

東京支社

名古屋支店

金沢支店

大阪支社

〒004-0004　北海道札幌市厚別区厚別東四条4丁目8ｰ1

〒983-0013　宮城県仙台市宮城野区中野3丁目1-5

〒971-8124　福島県いわき市小名浜住吉字飯塚44ｰ1

〒104-0028　東京都中央区八重洲2丁目1番1号　
　　　　　　YANMAR TOKYO 13F

〒461-0005　愛知県名古屋市東区東桜2丁目13-30
　　　　　　NTPプラザ東新町8階

〒920-0365　石川県金沢市神野町東70

〒661-0976　兵庫県尼崎市潮江1丁目3-30 KDIビル3F

（いわき営業所）

●

●

●

●

●

●

TEL.011-809-2200　FAX.011-809-2201

TEL.022-258-5035　FAX.022-258-8890

TEL.0246-58-5811　FAX.0246-58-5688

TEL.03-6733-4222　FAX.03-6733-4223

TEL.052-979-5211　FAX.052-937-4881

TEL.076-240-0715　FAX.076-240-0714

TEL 06-4960-8157　FAX 06-4960-8159

広島支店

高松支店

福岡支店

沖縄支店

（宮崎出張所）

（南九州営業所）

●

●

●

●

TEL.082-923-4475　FAX.082-263-8872

TEL.087-874-9115　FAX.087-874-9120

TEL.092-441-0543　FAX.092-473-0667

TEL.0985-26-2033　FAX.0985-26-2055

TEL.099-210-0666　FAX.099-269-6088

TEL.098-898-3127　FAX.098-898-8082

〒732-0827　広島県広島市南区稲荷町4番1号
　　　　　　広島稲荷町NKビル12F

〒769-0101　香川県高松市国分寺町新居508ｰ2

〒812-0011　福岡県福岡市博多区博多駅前1丁目2-5
　　　　　　紙与博多ビル3F

〒880-0855　宮崎県宮崎市田代町170番1

〒891-0115　鹿児島県鹿児島市東開町4-31

〒901-2223　沖縄県宜野湾市大山7丁目11-12

（本　　社）
ヤンマー沖縄株式会社●

TEL.098-898-3127　FAX.098-898-8082
〒901-2223　沖縄県宜野湾市大山7丁目11ｰ12

販売拠点

2023年10月作成  041H0-J00336

●本カタログは、2024年7月現在のものです。
●仕様、性能は改良・改善などにより、予告無く変更することがあります。
●商品の色は、印刷の関係上、実物と異なる場合があります。


